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製品についての;ま意事項 
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の機能は、お使いのコンピューターで対応 
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『HP ノート ブック コンピューターユ ー 
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ま全に関するごを意 


A 警告！ ユーザーが义傷をしたり、コンピューターが過熱が態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて巧用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどのま面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敦いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 6095 0) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関す 
る規格に準拠しています。 
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1[HP Q 山 ckWeb] の使用（一部のモデルの 
み） 


お使いのコンピューターのメインのナペレーティングシステムは、 Windows® です。また、お使いの 
コンピューターには、 [HP QuickWeb] がインストールされている場合があります（一部のモデルの 

み)。 

• Microso ザ Windows オペレーティングシステムは、ディスプレイにデスクトップを表示し、コン 
ピューターのハードウてア、周辺機器、およびソフトウェアプログラムを制御します。 

• お使いの コン ピューターに [HP Q 山 CkWeb] がインストールされている場合は、メインのオペ レー 
ティ ング システムを起動しなくても、 [HP Q 山 CkWeb] を巧用してすばやくインターネットを参照 
したり、デジタル写真を表示したり、音楽を聴いたり、電子メール、インスタントメッセー 
ジ、または [Skype] (-部のモデルのみ）で連絡を取り合ったりできます。 [HP Q 山 CkWeb] は、 
HP IOS (Instant-On Software) とも呼ばれます。 


寶を 記； 通知領域にある[ヘルプ]アイコンをクリックすると、 [HP Q 山 CkWeb] のソフトウェアヘルプ 
にアクセスできます。 
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[HP Q 山 ckWeb] の起動 

[HP Q 山 CkWeb ] を起動するには、な下の操作を行います。 

1. コンピユーターの電源を入れます。 [ HPQuickWeb ] 画面が表示されます。 

2. [HP Q 山 CkWeb ] 画面上のアイコンをクリックすると、プログラムが起動します。 

Microsoft Windows から [HP Q 山 ckWeb ] を起動するには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一 [シャットダウン]ボタンの横にある矢印一[再起動]の順にクリックします。コンピユー 
夕一が再起動し、 [HP QuickWeb ] のホームページが表示されます。 

敦 注記： [HP QuickWeb ] について詳しくは、 [HP QuickWeb ] のソフトウエアヘルプを参照してくださ 
い。 


[HP QmckWeb] の有効化および無効化 

Windows オペレーティングシステムから [HP QuickWeb ] を無効または再び有効にするには、な下の操 
作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP Q 山 CkWeb] の順にクリックします。 [HP QuickWeb 
Installer] フォルダーが表示されます。 [HP QuickWeb Configuration Tool] (HP QuickWeb 構成 
ツール）をクリックします。 

2. [Enable QuickWeb] ([HP Q 山 ckWeb ] を有効にする）チェックボックスにチェックを入れます。 

3. [0 のをクリックします。 


鞍 ま記； [HP Q 山 CkWeb Configuration Tool ] には、[スタート]一[コントロールパネル]一[表示]矢印の 
順にクリックしてアクセスすることもできます。[大きいアイコン]または[小さいアイコン]を選択し 
て、 JHP QuickWeb Configuration Tool ] を探して く ださい。 


2 第1章 [HP QuickWeb ] の使巧（一部のモデルのみ) 






2 ハードウ X ア機能 


必要なハードウてアの確認 

お使いのコンピューターに付属のコンポーネントは、国や地域、およびモデルによって異なる場合が 
あります。この章の図には、ほとんどのモデルに共通の機能が示されています。 

コン ピューターに取り付けられているハードウエアの一覽を参照するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]ーロントロールパネル]一[システムとセキュリティ]の順に選択します。 

2. [システム]領域の[デバイスマネージャ ー] をクリックします。 

[デバイスマネージャ ー] を使用して、ハードウエアの追加またはデバイス設をの変更もできます。 
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表面の各部 

タツチパッド 



名称 


説明 

(1) 

タッチパッド* 

ポインターを移動して、画面上の項目を選巧したり、 
アクテイブにしたりします 

(2) 

左のタッチパッドボタン* 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(3) 

右のタッチパッドボタン* 

外付けマウスのちボタンと同様に機能します 

(4) 

タッチパッドのスクロールゾーン 

画面を上下にスクロールします 

* この表では巧期設をの状態 I こついて説巧しています。ポインティングデバイスの設をを表示したり変更したりするには、 
[スタート]一[デバイスとプリンター]の順 I こ選がします。 ホに、 お使いのコンピューターをますデバイスをもクリックして、 
[マウス]を選択します。 
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ランプ 





名称 



説明 

(1) 


Caps Lock ランプ 

点灯 ： Caps Lock がオンになっています 

(2) 

0 

電源ランプ 

• 点灯：コンピューターの電源がオンになって 

います 




■ 点滅：コンピューターがスリープ状態になっ 

ています 




• 消灯：コンピューターの電源がオフになって 

いるか、ハイバ本ーシヨン状態になっていま 
す 

(3) 

叫 

無線ランプ 

S 点灯：無線ローカルエリアネットワーク（無 

線 LAN ) デバイスや Bluetoot がデバイスなど 
の内蔵無線デバイスの電源がオンになってい 
ます 




■ 消灯：すべての無線デバイスがオフになって 

います 
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ボタン 





■口口け ■' 

d 一一 idalolfll 
一一一 …" "da 凶 M 
一一 iJfei 一一 fiUdlMM 
— ^ 一一一一 iiiiidlitiifll 


Fkm 


シ 


名称 


説明 


(1) 電源ボタン* ■ コンピューターの電源が切れているときにボタンを押すと、 

電源が入ります 

■ コンピューターの電源が入っているときにボタンを短く巧す 

と、スリープが開始されます 

• コンピューターがスリープ状態のときにボタンを短く巧す 
と、スリープが終了します 

• コンピューターがハイバネーシヨン状態のときにボタンを短 
〈押すと、ハイバネーシヨンが終了します 

コンピューターが応答せず、 Windows のシャツトダウン手順を実 
行できないときは、電源ボタンを5砂程度巧したままにすると、 
コンピューターの電源が切れます 

電源設定について詳しくは、に夕ートト[コントロールパネル] 
一[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順に選択します 


(2) 無線ボタン 


無線機能をオンまたはオフにしますが、無線接続は作成されませ 
ん 


を記： 無線接続を確立するには、無線ネットワークがセット 
アップされている必要があります 


* この表では初期設定の状態について説明しています。初期設定値の変更については、[ヘルプとサポート]からユーザーガイ 
ドを参照してください。 
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キ— 



な 


〇 な 

感 感 


名称 



説明 

(1) 


esc キー 

fn キーと組み合わせて巧すことによって、システム 
情報を表示します 

(2) 


fn キー 

ファンクションキーと組み合わせて押すことによっ 
て、頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

(3) 

な 

Windows ロゴキー 

Windows の [スタート] メニューを表示します 

(4) 

留 

Windows アプリケーシヨンキー 

ポインターを置いた項目のショートカットメニュー 
を表示します 

(5) 


フアンクシヨンキー 

fn キーと組み合わせて巧すことによって、頻繁に使 
巧するシステムの機能を実行します 
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前面の各部 



名称 


説明 

(1) 

スピーカー （ X 2) 

サウンドを出力します 

(2) 

W バッテリランプ 

* 点灯：バッテリが巧電中です 


f 

♦ 点減：コンピューターの電源としてバッテリの 

みを使用していて、ローバッテリが態になっ 
ていまず。完全なローバッテリ状態になった 
場合は、バッテリランプがすばやく点減し始 
めます 



* 消灯：コンピューターが外部電源に接続されて 
いる場合、コンピューターに装着されているす 
ベてのバッテリが完全に巧電されると、このラ 
ンプは消灯します。コンピューターが外部電源 
にお綿されていない場合は、ローバッテリ状 
態になるまでランプは消灯したままです 

(3) 

巧 ドライブランプ 

点減：ハードドライブまたはフラッシュドライブに 
アクセスしています 
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右側面の各部 


◎( D 得恒)減 


名称 


説明 

(1) 

メディアスロット 

レ:1下のフォーマットの別売のメディア カー ドに対応し 
ています 

• メモリースティック （ MS ) 

• メモリースティック PRO CMS / Pro ) 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

• SD (Secure Digital ) メモリカード 

• xD ピクチャーカード CXD ) 

(2) A 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ/オーディ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、 

♦ 

才入力（マイク）コネクタ 

イヤフホン、ヘッドセット、またはテレビオーディオ 
に接続したときに、サウンドを出力します。別売の 
へッドセットマィクも接続します 

を記： コネクタにデバィスを接続すると、コン 
ピューター本体のスピーカーは無効になります 

才ーディオコンポーネントのケーブルには、4なコネ 
クタが装備されている必要があります 

(3) A 

USB コネクタ （ X 2) 

別売の USB デバィスをを続します 

(4) la 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続し 
ます 

巧） •ffw 

RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 
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左側面の各部 



0 0 0 0な 


® 霞） 得顿 


名称 


説明 

(1) 

^セキュリティロックケーブル用スロット 

別売のセキュリティロックケーブルをコンピュー 
夕一に接続します 



を記： セキュリティロックケーブルに抑止効まは 
ありますが、コンピューターの盜難や誤った取り扱 
いを完全に防ぐものではありません 

(2) 

1し 電源コネクタ 

AC アダプターを接続します 

(3) 

通気子し 

コンピューター巧部の温度が上がりすぎないように 
空気を通します 



ま記： 内部コンポー本ントを冷却して過熱を防ぐ 
ため、コンピューターのファンは自動的に作動しま 
す。通常の操作を行っているときに内部ファンが回 
転したり停止したりしますが、これは正常な動作で 
す 

(4) 

々 USB コネクタ 

別売の USB デバイスをを続します 

(5) 

HDMI コネクタ 

HD 対応テレビなどの別売のビデオデバイスやオー 
ディオデバイス、または対応するデジタルコンポー 
ネントやオーディオコンポーネントを接続します 



を記： お使いのコンピューターのモデルによっ 
て、この場所に HDMI コネクタが搭載されている場 
合と USB コネクタが搭載されている場合があります 
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ディスプレイの各部 



名称 


説明 

(1) 

内蔵ディスプレイスイッチ 

コン ピューターの電源が入っている状態でディスプレイ 
を閉じると、ディスプレイの電源が切れます 

(2) 

Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用しています 

(3) 

Web カメラ 

静止画像を撮影したり、動画を録画したりします 

ま記： 動画を録画するには、 Web カメラソフトウェ 
アを追加インストールする必要があります 

(4) 

内蔵マイク 

サウンドを録音します 
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暴面の各部 


9 〇 〇 〇 



0 

感@© 


名称 


説明 

(1) 

バツテリリリ-スラツチ （ X 2) 

バッテリをバッテリベイから固定解除します 

(2) 

バツテリベイ 

バッテリが装着されています 

(3) 

通気孔 ( X 4) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を 
通します 



を記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、 
コンピューターのファンは自動的に作動します。通常の操 
作を行っているときに内部ファンが回転したり停止したり 
しますが、これは正常な動作です 

(4) 

e ハードドライブベイ 

の 

ハードドライブ、無線 LAN モジュールスロット、および 
メモリモジュールスロットがあります 


を意： システムの巧答停止を防ぐため、無線 LAN モ 
ジュールを交換する場合は、日本国内の無線デバイスの認 


定/承認機関でこのコンピューター用に認定された無線モ 
ジュールのみを使用してください。モジュールを交換した 
後に エラー メッセージが表示される場合は、モジュール 
を取り外してコンピューターを元の状態に戻した後で、 
[ヘルプとサポート]からサポート窓口にお問い合わせ〈だ 
さい 
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無線アンテナ 



名称 


説明 


(1) 

無線 LAN アンテナ （ X 2) * 

無線ローカルエリアネットワーク 
信号を送受信します 

(無線 LAN ) で通信する無線 

(2) 

無線 WAN アンテナ （ X 2) (-部のモデルのみ） 

無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) で通信する無線信 
号を送受信します 

* アンテナはコンピューターの外側からは見えません。転送が最適に行われるようにするため、 
置かないでください。 

アンテナの周囲には障害物を 


お住まいの地域の無線に関する規定情報については、『規定、安全、および環境に関するごを意』を 
参照してください。これらの規を情報には、[ヘルプとサポート]からアクセスできます。 
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名称 


説明 

(1) 

電源コード* 

AC アダプターを電源コンセントに接続します 

(2) 

バッテリ* 

コンピユーターが外部電源に接続されていないときに、コンピユー 
夕一に電力を供給します 

(3) 

AC アダプター 

AC 電源を DC 電源に変換します 

* バッテリおよび電源コードは、国や地域によって外観が異なります。このコンピューターを日本国内で使用する場合は、製 
品に付属の電源コードをお使い〈ださい。付属の電源コードは、他の製品では使用できません。 
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ラベルの確認 

コン ピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解みしたり、 コン ピューターを日本 
国外で使巧したりするときに必要な情報が記載されています。 

• サービスタグ：な下の情報を含む重要な情報が記載されています。 


t 


か 


'product: HMimxxxmjmi 

.が1111111111111111111111111111111111 

.p/nimmicKJUuxllllllllllllllllll^^^^ 


[2^ servics 
tag 


iKJOutm - 

warranty xyair. 


g 


。 (1) 製品名：コンピューターの前面に貼付されている製品名です。 

。 (2) シリアル番号 （ s / n ) :各製品に一意の英数字 ID です。 

。 （3) 製品番号 （ p / n ) :製品のハードウエアコンポーネントに関する固ちの情報を提示する 
番号です。製品番号は、サポート担当者が必要なコンポーネントや部品を確認する場合に役 
立ちます。 

。 （4) モデルの記載：お使いのコンピューターに関する文書、ドライバー、サポート情報を待 
るときに必要になります。 

。 巧）保証期間：このコンピューターの標準保証期間が（年数で）記載されています。 

これらの情報は、サポート窓口にお問い合わせをするときに必要です。サービスタグラベル 
は、 コン ピューターの裏面に貼付されています。 

• Microsoft ® Certificate of Authenticity : Windows ® のプロダクトキー （Product Key、Product ID ) 
が記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートやトラブ 
ルシューティングのときに必要になる場合があります。このラベルは、コンピューターの裏面に 
貼付されています。 

• 規定ラベル：コンピューターの規定に関するな下の情報が記載されています。 

。 オプションの無線デバイスに関する情報と、認定各国または各地域の一部の認定マーク。才 

プションのデバイスは、無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイスなどで 
す。日本国外でモデムを使巧するときに、この情報が必要になる場合があります。 

。 HP モバイルブロ ードバンド'モジュールのシリアル番号。 

規定ラベルは、バッテリベイ内に貼付されています。 
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3 無線およびローカルエリアネットワーク 


無線デバイスの使用 

無線技術では、有線のケーブルの代わりじ電波を介してデータを転送します。お買い上げいただいた 
コンピューターには、な下の無線デバイスが1つな上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN) デバイス：会社の事務巧、自宅、および公共の 
場所（空港、レストラン、コーヒーショップ、ホテル、大学など）で、コンピューターを無線 
口ーカルエリアネットワーク（一般に、無線 LAN ネットワーク、無線 LAN、WLAN と呼ばれ 
ます）に接結します。無線 LAN では、各モバイル無線デバイスは無線ルータまたは無線アクセ 
スポイントと通信します。 


• HP モバイルブロー ドバンド'モジュール：モバイルネットワーク事業をのサービスが利用でき 
る場所であればどこでも情報にアクセスできる、無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN) 
デバイスです。無線 WAN では、各モバイルデバイスはモバイルネットワーク事業者の基地局 
と通信します。モバイルネットワーク事業をは、地理的に広い範困に基地局（携帯電話の通信 
塔に似ています）のネットワークを設置し、県や地域、場合によっては国全体にわたってサービ 
スエリアを効率的に提供します。 

• Bluetooth デバイス：化の Bluetooth 対応デバイス（コンピューター、電話機、プリンター、へッ 
ドセット、スピーカー、カメラなど）に接続するためのパーソナルエリアネットワーク 
(PAN) を確立します。 PAN では、各デバイスが他のデバイスと直接通信するため、デバイス同 
±が比較的近距離になければなりません（通常は約10 m な内）。 

無線 LAN デバイスを搭載したコンピューターは、な下の IEEE 業界標準のうち1つな上に対応してい 
ます。 

• 802.11 b :最初に普及した規格であり、最大11 Mbps のデータ転送ま度をサポートし、 2.4 GHz 
の周波数で動作します。 

• 802.11 g :最大54 Mbps のデータ転送速度をサポートし、 2.4 GHz の周波数で動作します。 
802.1 1g の無線 LAN デバイスは下位の802.1 1b デバイスに対応しているため、両方を同じネッ 

トワークで使用できます。 

• 802.11 a :最大54 Mbps のデータ転送速度をサポートし、5 GHz の周波数で動作します。 


鞍 を記： 802.1 1a は802.1化および802.1 1g との互換性はありません。 


• 802.1 1n は最大450 Mbps のデータ速度をサポートし、 2.4 GHz または5 GHz で動作します。 
802.11 a、b、g との互換性があります。 

無線は術について詳しくは、[ヘルプとサポート]の情報および Web サイトへのリンクを参照してくだ 
さし、。 
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無線アイコンとネットワークステータスアイコンの確認 


アイコン 名前 説明 


(( J )) 

無線（接続巧み） 


コンピューターのハードウェアとしての無線ランプおよび 
無線ボタンの位置を示します。ソフトウェアとしては、コ 
ンピューター上の [HP Wireless Assistant] ソフトウエアを示 
し、また1つお上の無線デバイスがオンになっていること 
を表します 

(‘巧 

無線（切断巧み） 


コンピューター上の [HP Wireless Assistant] ソフトウ x アお 
よびすベての無線デバイスがオフになっていることを示し 
ます 

參 

HP Connection Manager 

[HP Connection Manager] を開きます。 [HP Connection 
Manager] では、 HP モバイルブロードバンドデバイスを使 
用した接続を作成できます（一部モデルのみ） 

固 

有線ネットワーク 

けま続巧み） 

1つお上のネットワークドライバーがインストールされて 
いて、1つお上のネットワークデバイスが有線ネットワー 
クに接続されている ことを示します 

晤 

ち線ネットワーク 

(無効/切断巧み） 

1つお上のネットワークドライバーがインストールされて 
いるが、どのネットワークデバイスも接続されていない 
(または、すべてのネットワークデバイスが Windows の[コ 
ントロールパネル]で無効になっている）ことを示します 

prfltl 

ネットワーク（接続をみ） 

1つお上のネットワークドライバーがインストールされて 
いて、1つお上のネットワークXバイスが無線ネットワー 
クに接続されている ことを示します 

d!^ 

ネットワーク（切断巧み） 

1つお上のネットワークドライバーがインストールされて 
いて、無線接続を使用できるが、どのネットワークデバイ 
スも無線ネットワークに接続されていないことを示します 


ネットワーク（無効/切断巧み） 

1つレ:1上のネットワークドライバーがインストールされて 
いるが、使用できる無線接続がない（または、すべての無 
線ネットワークデバイスが無線ボタンまたは [HP Wireless 
Assis ね nt] によって無効になっている）ことを示します 


無線コントロールの使用 

な下の機能を使巧して、コンピューターの無線デバイスを制御できます。 

• 無線ボタンまたは無線スイッチ 

• [HP Wireless Assistan ロソフトウエア（一部のモデルのみ） 

• [HP Connection Manager ] ソフトウエア（一部のモデルのみ） 

• オペレーティングシステ厶の制御機能 
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無線ボタンの使用 

モデルにもよりますが、コンピューターには無線ボタン、1つな上の無線デバイス、1つまたは2つ 
の無線ランプがあります。出荷時の設定では、コンピューターのすべての無線デバイスはち劾になつ 
ていて、コンピューターの電源を入れると青い無線ランプが点灯します。 

無線ランプは、無線デバイスの全体的な電源の状態を表すものであり、個々のデバイスの状態を表す 
ものではありません。青い無線ランプが点灯している場合は、1つレ: i 上の無線デバイスが有効になつ 
ていることを示しています。無線ランプが点'なしていない場合は、すべての無線デバイスが無効に 
なっていることを示しています。 


鞍 を記； モデルによっては、すべての無線デバイスがナフになっている場合 I こナレンジ色のランプが 
点灯します。 


すべての無線デバイスが工場出荷時に有効に設定されているため、複数の無線デバイスのオンとナフ 
の切り替えを、無線ボタンで同時に行うことができます。無線デバイスのオンとオフを個別に制御す 
るには、 [HP Wireless Assis ね nt] ソフトウェア（一部のモデルのみ）を使用します。 

[HP Wireless Assistant ] ソフトウェアの使用（一部のモデルのみ） 

無線デバイスは、 [HP Wireless Assistant] ソフトウェアを使巧してナンとオフを切り替えることができ 
ます。無線デバイスがセットアップューティリティで無効になっている場合、 [HP Wireless Assistant] 
を巧用してそのデバイスのオンとオフを切り替えるには、最初にセットアップューティリティで有効 
に設をしなおしておく必要があります。 


鞍を 記； 無線デバイスを有効にしても（オンにしても）、コンピューターがネットワークまたは 
Bluetooth 対応デバイスに自動的にち続されるわけではありません。 


無線デバイスの状態を表示するには、[隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域 
の左側にある矢印）をクリックし、無線アイコンの上にマウスポインターを置きます。 

[無線]アイコンが通知領域に表示されていない場合、な下の操作を行って [HP Wireless Assis ね nt] のプ 
ロパティを変更します。 

1. [ スタート ] 一 [ コントロールパネル ] 一 [ ハードウエアとサウンド ] 一 [Windows モビリティセン 

夕一 ] の順に選択します。 

2. [Windows モビリティセンター]の最下部の [HP Wireless Assis ね n 口領域にある無線アイコンをク 
リックします。 

3. [ プロパティ ] をクリックします。 

4. 通知領域の [HP Wireless Assistant] アイコンの横のチェックボックスにチェックを入れます。 

5. [適用]をクリックします。 

6. [閉じる]をクリックします。 

詳しくは、 [HP Wireless Assistan ロソフ トウェアの ヘルプを 参照してください。 

1. [Windows モビリティセンター]にある無線アイコンをクリックして [HP Wireless Assis ね nt] を開 
きます。 

2. [ ヘルプ ] ボタンをクリックします。 
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[HP Connection Manager ] の使用（一部のモデルのみ） 

おほいのコンピューターの HP モバイルブロードバンドデバイスを使用して無線 LAN に接続するに 
は、 [HP Connection Manager] を使用します。 

[HPConnection Manager] を開くには、タスクバーの右端の通知領域にある [HP Connection Manager] 
アイコンをクリックしまず。 

-または- 

[スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP Connection Manager] 一 [HP Connection Manager] の順に 

選択しま 

[HP Connection Manager] の使用方法について詳しくは、 [HP Connection Manager] ソフトウ 王了のへ 
ルプを参照して〈ださい。 

オペレーティングシステムの制御機能の使用 

-部のオペレーティングシステムでは、オペレーティングシステム自体の機能として内蔵無線デバ 
イスと無線接続を管理する方まが提供されています。たとえば、 Windows では、[ネットワークと共 
有センター]によって、接続またはネットワークのセットアップ、ネットワークへの接続、無線ネット 
ワークの管理、およびネットワークの問題の診断と修復が行えます。 

[ネットワークと共有センター]にアクセスするには、[スタート]一[コントロールパネル]一[ネットワー 
クとインタ—ネット]一[ネットワークと共ちセンター ] の順に選巧します。 

詳しくは、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 
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無線 LAN の使用 

無線 LAN デバイスを使巧すると、無線ルータまたは無線アクセスポイントじよってリンクされた、 
複数のデバイスおよび周辺機器で構成されている無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN) に 
アクセスできます。 


鞍 を記： 無線ルータと無線アクセスポイントという巧語は、同じ意味で使巧されることがよくありま 
す。 


• 企業無線 LAN や公共無線 LAN などの大規模無線 LAN では通常、多数のデバイスや周辺機器に 
対応できる無線アクセスポイントを使巧することによって、重要なネットワーク機能を他のサー 
ビ ス から 切り離す ことができます。 

• ホームオフィス 無線 LAN や スモールオフィス 無線 LAN では通常、無線 ルー タを使用して、複 
数台の無線接続または有線接続のコンピューターでインターネット接続、プリンター、および 
ファイルを共有できます。追加のハードウエアやソフトウてアは必要ありません。 

お使いのコンピューターに搭載されている無線 LAN デバイスを使巧するには、無線 LAN インフラス 
トラクチャ（サービスプロバイダーか、公共または企業ネットワークを介して提供される）に接続す 
る必要があります。 

無線 LAN のセットアップ 

無線 LAN をセットアップし、インターネットに接続するには、レ^下のような準備が必要です。 

• ブロードバンドモデム （DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
ダー(旧 P) が提供する高まインターネットサービス 

• 無線ルータ（別売） （2) 

無線デバイス （3) を搭載しているコンピューター 
下の図は、インターネットに接続している無線ネットワークのインストール例を示しています。 



お使いのネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス巧に新しい無線または有線のコン 
ピューターをネットワークに追加することができます。 

無線 LAN のセツトアップについて詳しくは、ルータの製造元または旧 P から提供されている情報を 
参照してください。 
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無線 LAN の保護 

無線 LAN の標準仕様に備わっているセキュリティ機能は限られていて、基本的には大規模な攻撃では 
なく簡単な盜聴を防ぐための機能しかありません。そのため、無線 LAN には、既知でよく確認されて 
いるセキュリティの脆弱性があると認識しておくことが大切です。 

「無線 LAN スポット」と呼ばれるインターネットカフェや空港などで利用できる公ま無線 LAN で 
は、セキュリティ対策が取られていないことがあります。公共の場でのセキュリティと匿名性を高め 
る新しい技術は、無線デバイスの製造元や無線 LAN スポットのサービスプロバイダーによって開発 
されている段階です。無線 LAN スポットを利巧するときにコンピューターのセキュリティに不安があ 
る場合は、ネットワークに接続しての操作を、重要でない電子メールや基本的なネットサーフィン程 
度にとどめておいてください。 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。一般的なセキュリティレベル 
は 、 WPA ( Wi-Fi Protected Access ) -Personal と WEP (Wired Equivalent Privacy ) です。無線信号 
はネットワークの外に出てしまうため、他の無線 LAN デバイスに保護されていない信号を拾われ、 
(許可しない状態で）ネットワークに接結されたり、ネットワークでやり取りされる情報を取得され 
たりする可能性があります。ただし、事前に巧策を取ることで無線 LAN を保護できます。 

• セキュリティ機能内蔵の無線トランスミッタを使巧する 

無線基地局、ゲートウェイ、またはルータといった無線トランスミッタのをくには、無線セキュ 
リティプロトコルやファイアウォールといったセキュリティ機能が内蔵されています。適切な 
無線トランスミッタを使用すれば、無線セキュリティでの最も一般的なリスクからネットワーク 
を保護できます。 

• ファイアウォールを利巧する 


ファイアウナールは、ネットワークに送信されてくるデータとデータ要ホをチてックし、疑わし 
いデータを破棄する防御壁です。利用できるファイアウナールにはさまざまな種類があり、ソフ 
トウ I アとハードウてアの両ちがあります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせ 
て使用します。 

• 無線を暗号化する 

さまざまな種類の高度な暗号プロトコルが、無線 LAN ネットワークで利用できます。お使いの 
ネットワークのセキュリティにとって最適な解ままを、な下の中から探してください。 

。 WEP (Wired Equivalent Privacy) は、すべてのネットワークデータを送信される前に 
WEP キーでな号化または暗号化する無線セキュリティプロトコルです。通常は、ネット 
ワーク側が割り当てた WEP キーを使巧できます。また、自分でキーを設定したり、異なる 
キーを生成したり、他の高度なオプションを選んだりすることもできます。正しいキーを持 
たない他のューザーが無線 LAN を使巧することはできません。 

。 WPA (Wi-Fi Protected Access) は、 WEP と同じように、セキュリティ設定によってネッ 
トワークから送信されるデータの暗号化と復号化を行います。ただし、 WEP のように1つ 
の決められたセキュリティキーを利巧して暗号化を行うのではなく、 「 TKIP」(temporal key 
integrity protocol ) を使用してパケットごとに新しいキーを動的に生成します。また、ネッ 
トワーク上にある コン ピューターごとに異なるキーのセツトを生成します。 
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無線 LAN への接続 

無線 LAN に接結するには、な下の操作を行います。 

1. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。オンになっている場合は、無線ラン 
プが青色に点灯します。無線ランプがオレンジ色の場合は、無線ボタンを押します。 

2. タスクバーのち端の通知領域にあるネットワークアイコンをクリックします。 

3. —覧から無線 LAN を選択します。 

4. [接続]をクリックします。 

ネットワークがセキュリティ設定済みの無線 LAN である場合は、セキュリティコードであるネッ 
トワークセキュリティキーの入力を求めるメッセージが表示されます。コードを入力し、[〇の 
をクリックして接続を完了します。 


歐 を記： 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルータまたはアクセスポイントの範囲外 
にいることを示します。 

を記： を結したいネットワークが表示されない場合は、[ネットワークと共ちセンターを開り 
一惭しい接続またはネットワークのセットアップ]の順にクリックします。オプションの一覧が 
表示されます。手動での検索や、ネットワークへのち続、新しいネットワーク接続の作成などの 
オプションを選択できます。 


を続完了後、タスクバーち端の通知領域にあるネットワークアイコンの上にマウスポインターを置 
くと、接結の名前およびステータスを確認できます。 


鞍 を記： 動作範困（無線信号が届く範团）は、無線 LAN の実装、ルータの製造元、およびその他の電 
モ機器ならびに壁やホからの干渉に応じて異なります。 


無線 LAN の使用方まに ついて 詳しくは、な下の リソース を参照してください。 

• インターネットサービスプロバイダー(に P ) から提供される情報や、無線ルータやその化の無 
線 LAN 機器に添付されている説明書等 

• [ヘルプとサポート]で提供されている情報や、そこにある Web サイトのリンク 

近くにある公共無線 LAN の一覧 について は、 旧 P に問い合わせるか Web を検索してください。公共 
無線 LAN の一覧を掲載している Web サイトは、「無線 LAN スポット」などのキーワードで検索でき 
ます。それぞれの公共無線 LAN の場所に ついて、 費巧と接続要件を確認します。 

他のネットワークへの口ーミング 

お使いのコンピューターを他の無線 LAN が届く範囲に移動すると、 Windows はそのネットワークへ 
の接続を試みます。接続の試行が成功すると、お使いのコンピューターは自動的にそのネットワーク 
にお続されます。新しいネットワークが Windows によって認識されなかった場合は、お使いの無線 
LAN にお結するために最初に行つた操作をもう一度実行してください。 


22 第3章無線および口ーカルエリアネットワーク 






HP モバイルブロー ドバンドの使用 （ 一部のモデルおよび一部 
の国や地域のみ） 

HP モバイルブロードバンドを使用すると、 コン ピューターで無線ワイドエリアネットワーク（無 
線 WAN ) を使用できるので、無線 LAN の使用時よりも、より多くの場所のより広い範困からイン 
夕ーネットにアクセスできます。 HP モバイルブロ ードバンドを使巧するには、ネットワークサービ 
スプロバイダー(モバイルネットワーク事業をと呼ばれます）と契約する必要があります。ネット 
ワークサービスプロバイダーは、ほとんどの場合、携帯電話事業をです。 HP モバイルブロードバ 
ンドの対応範囲は、携帯電話の通話可能範囲とほぼ同じです。 


モバイルネットワーク事業をのサービスを利巧して HP モバイルブロードバンドを巧用すると、出張 
や移動中、または無線 LAN スポットの範囲外にいるときでも、インターネットへの接続、電子メール 
の送信、および企業ネットワークへの接続が常時巧能になります。 

HP モバイルブロードバンドは、な下のテクノ ロジをサポートしています。 


• HSPA (High Speed Packet Access ) は 、 GSM (Global System for Mobile Communications ) 電 
気通信標準に基づいてネットワークへのアクセスを提供します。 

• EV-DO (Evolution Data Optimized ) は 、 CDMA (Code Division Multiple Access ) 電気通信標準 
に基づいてネットワークへのアクセスを提供します。 

モバイルブロ ード'バンドサービスを有効にするには、 HP モバイルブロー ドバンド' モジユールのシ 
リアル番号が必要な場合があります。シリアル番号は、コンピューターのバッテリベイの内側に貼付 
されているラベルに印刷されています。 


モバイルネットワーク事業をによっては 、 SIM (Subscriber Identity Module ) が必要な場合がありま 
す。 SIM には 、 PIN (個人識別番号）やネットワーク情報など、ユーザーに関する基本的な情報が含 
まれています。一部のコンピユーターでは、 SIM がバッテリベイにプリインス!ルされています。 
SIM がプリインストールされていない場合、 SIM は、コンピユーターに付属の HP モバイルブロード 
バンド情報に含まれているか、モバイルネットワーク事業をから別途入手できることがあります。 

SIM の装着と取り出しについての詳しい情報は、この章の 「 SIM の装着」と 「 SIM の取り出し」の項 
を参照してください。 

HP モバイルブロードバンドに関する情報や、推奨されるモバイルネットワーク事業をのサービスを 
ち効にするちまについては、 コン ピユーターに付属の HP モバイルブロードバンド情報を参照してく 
ださい。詳しくは、 HP の Web サイト、 http :// www . hp . com / ao / mobilebroadband / (英語サイト）を参 
照してください。 
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SIM の装着 

SIM を装着するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターをシャットダウンします。コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨ 
ン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタンを押してコンピューターの電源を入れます。次 
にオペレーテイングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターにお結されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードをおき、コンピューターの電源コネクタから AC アダプターを取 
り外します。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、をました平らな場所に置きま 
す。 

6. バッテリを取り外します。 

A を意: SIM を装着するときには、力ードの欠けた一角が図に示された位置にくるようにしてく 
ださい。 SIM を上下または裏表反対に挿入した場合、カチッという音はせず、バッテリは正しく 
固定されずに SIM および SIM コネクタが損傷するおそれがあります。 

コネクタの損傷を防ぐため、 SIM を装着するときは無理な力を加えないでください。 

7. SIM を SIM スロットに挿入し、しっかり固をされるまでそっと押し込みます。 



8. バッテリを装着しなおします。 

載 を記:ー バッテリを装着しなおさないと、 HP モバイルブロードバンドは無効になります。 

9. 外部電源および必要に応じて外付けデバイスを接続しなおします。 

10. 外付けデバイスをち続しなおします。 

11. コンピューターの電源を入れます。 
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SIM の取り出し 

SIM を取り出すには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターをシャットダウンします。コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨ 
ン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタンを巧してコンピューターの電源を入れます。次 
にオペレーテイングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧き、コンピューターの電源コネクタから AC アダプターを取 
り外します。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、ま定した平らな場所に置きま 
す。 

6. バッテリを取り外します。 

7. SIM をいったんスロットに押し込んで（1)、固定を解除してから取り出します口）。 



8. バッテリを装着しなおします。 

9. 外部電源および必要に応じて外付けデバイスを接続しなおします。 

10. 外かけデバイスを接続しなおします。 

11. コンピューターの電源を入れます。 
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Bluetooth 無線デバイスの使用 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、な下のような電子機器の通信手段を巧 
来の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようになりました。 

• コンピューター ( デスクトップ、ノートブック、 PDA) 

• 電話機（携帯、 コードレス、スマートフォン） 

• イメージングデバイス（プリンター、カメラ） 

• 才ーディナデバイス（ヘッドセット、スピーカー) 

Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network) を設まできるピアッー 
ピア機能を提供します。 Bluetooth デバイスの設定と使用方まについては、 Bluetooth ソフトウエアの 
ヘルプを参照してください。 

Bluetooth とインターネット接続共有（に S ) 

ホストとして 1 台のコンピューターに Bluetooth を設定し、そのコンピューターをゲートウエイとし 
て利巧して化のコンピューターがインターネットに接続できるようにすることは、 HP ではおすすめ 
しません。 Bluetooth を使巧して 2 台な上のコンピューターを接続する場合、インターネット接続共 
有 (ICS) が巧能なのはそのうちの 1 台で、他のコンピューターは Bluetooth ネットワークを利巧して 
インターネットに接続することはできません。 

Bluetooth は、お使いのコンピューターと、携帯電話、プリンター、カメラ、および PDA などの無線 
デバイスとの間で情報をやり取りして同期するような場合に強みを発揮します。 Bluetooth および 
Windows オペレーティングシステムでの制約によって、インターネット共有のために複数台のコン 
ピューターを Bluetooth 経由で常時接結しておくことはできません。 


26 第 3 章無線および口ーカルエリアネットワーク 


無線接続に関する問題のトラブルシューティング 

無線接続に関する問題の原因として、な下のようなものがちえられます。 

• ネットワーク設を （ SSID またはセキュリティ）が変更された。 

• 無線デバイスのインストールに失敗した、または無線デバイスが無劾である。 

• 無線デバイスまたはルータのハードウてアが故障した。 

• 無線デバイスが他のデバイスからの干渉を受けている。 


賢 を記： 無線ネットワークデバイスは、一部のモデルにのみ搭載されています。無線ネットワーク機 
能が コン ピューターの基本機能として搭載されていない場合は、無線ネットワークデバイスを購入し 
て コン ピューターに追加することができます。 


ネットワーク接結の問題を解まする可能性のある方法を1つずつ実行する前に、すべての無線デバイ 
スじついて、デバイスドライバーがインストールされていることを確認してください。 

使巧したいネットワークに接続できないコンピューターの該断および修復を行うには、この章で説明 
する手順を実行してください。 

無線 LAN に接続できない場合 

無線 LAN への接続で問題が発生している場合は、内蔵無線 LAN デバイスがコンピューターに正しく 
取りイ寸けられていることを確認してください。 


野を 記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのューザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合があります。詳しく 
は、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


1. [ スタート ] 一 [ コントロールパネル ] 一 [ システムとセキュリティ ] の順に選がします。 

2. [ システム ] 領域の [デバイスマネージャ ー ] をクリックします。 

3. [ネットワークアダプター ] の横の矢印をクリックして一覧を展開し、すべてのアダプターを表示 
します。 

4. ネットワークアダプタ ー- 覧で無線 LAN デバイスを確認します。無線 LAN デバイスの場合は、 
「無線」、「無線 LAN 」、 rWLANj 、「 Wi - Fi 」、 または「802.11」などと表示されます。 

無線 LAN デバイスが表示されない場合は、お使いのコンピューターに無線 LAN デバイスが内蔵 
されていないか、無線 LAN デバイス用のドライバーが正しくインストールされていません。 

無線 LAN のトラブル シュー ティングについて詳しくは、 [ ヘルプとサポート ] に記載されている Web 
サイトへのリンクを参照してください。 
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優先する無線 LAN ネットワークに接続できない場合 

Windows では、問題のある無線 LAN 接続を自動で修復できます。 

• タスクバーち端の通知領域にネットワークアイコンがある場合は、そのアイコンをちクリック 
して、[問題のトラブルシューティング]をクリックします。 

Windows は、ネットワークデバイスをリセットし、優先ネットワークの1つに巧接続を試みま 
す。 

• ネットワークアイコンが通知領域に表示されていない場合は、な下の操作を行います。 

1. [スター ト ] 一 [コントロ ールパネル]一 [ネット ワークとインターネッ ト ] 一 [ネット ワークと共 
ちセンター]の順に選巧します。 

2. 問題のトラブルシューティング]をクリックしてから、修復したいネットワークを選択しま 
す。 

無線 LAN のネットワークアイコンが表示されない場合 

ネットワークアイコンが無線 LAN 設を後に通知領域に表示されない場合は、ソフトウてアドライ 
バーがなくなったか壊れています。また、[デバイスが見つかりません]という Windows エラー メッ 
セージが表示されることもあります。このような場合には、ドライバーを巧インストールする必要が 
あります。 

HP の Web サイト、 httD :// www . hD . com / iD / で、お使いのコンピューターに適した最新の無線 LAN コン 
ピューター用ソフトウエアおよびドライバーを入手してください。 


鞍を 記. おほいの無線デバイスが、別途購入されたものである場合は、その無線デバイスの製造元の 
Web サイトで最新のソフトウェアを確認してください。 


お使いの コン ピューターの無線 LAN コン ピューター ソフ トウ X アの最新のバージョンを入手するに 
は、な下の操作を行います。 

1. インターネットブラウザーを開き、 httD://www.hD.com/suDDort/ を表示します。 

2. 国または地域を選択します。 

3. [ドライバ ー& ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピュー 
夕一の製品名 または製品番号を [製品名- 番号で検索]フィールドに入力します。 

4. enter キーを巧し、画面の説明に沿って操作します。 

現在の無線 LAN ネットワークセキュリティコードが使用できない場合 

無線 LAN に接続するときにネットワークキーまたは名前 （ SSID ) の入力を求めるメッセージが表示 
された場合、そのネットワークはセキュリティ設定によって保護されています。セキュリティ設定で 
保護されているネットワークに接結するには、現在のコードが必要になります。 SSID およびネット 
ワークキーは半角英数字のコードで、ネットワークに巧してお使いのコンピューターを認証します。 

• おほいの無線ルータに接続されているネットワークの場合は、そのルータの説明書を参照し、 
ルータと無線 LAN デバイスの両方に同じ SSID コードを設定します。 

• 会社のネットワークや、公開インターネットチャットなどのプライべートネットワークの場合 
は、ネットワーク管理者に問い合わせてそれらのコードを入手し、コードの入力をボめる画面 
が表示されたときに入力します。 
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ネットワークによっては、ルータやアクセスポイントで使巧されている SSID を定期的に変更し 
て、セキュリティの向上を図っている場合があります。この変更に応じて、対応するコードをお 
使いのコンピューターで変更する必要があります。 

な前に接続したことがあるネットワーク用に新しいネットワークキーや SSID が提供されている場 
合、そのネットワークに接続するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共有セ 

ンター]の順に選択します。 

2. 左側の枠内の[ワイヤレスネットワークの管理]をクリックします。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数の無線 LAN が表示されます。 

3. —覧からネットワークを選択し、そのネットワークを右クリックしてから、[プロパティ]をクリッ 
クします。 


教 を記. 使巧するネットワークが一覧にない場合は、ネットワーク管理まに連絡して、ルータま 
たはアクセスポイントが稼動していることを確認してください。 


4. [セキュリティ]タブをクリックして、[ネットワークセキュリティキ ー] フィールドに無線暗号化 
のデータを正しく入力します。 

5. [0 のをクリックしてこれまでの設をを保巧します。 

無線 LAN 接続が非常に弱い場合 

接結が非常に弱い場合、またはコンピューターが無線 LAN に接続できない場合は、な下の方法を参ち 
に他のデバイスからの干渉を最小化します。 

• コンピューターを無線ルータまたはアクセスポイントに近づけます。 

• 干渉を受けないようにするために、電子レンジ、コードレス電話、または携帯電話などのデバイ 
スの電源を一時的に切断します。 

接続品質が向上しない場合は、デバイスのすべての接続値が強制的に再設定されるように、な下の操 
作を行ってみてください。 

1. [スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共有セ 

ンター]の順に選択します。 

2. 左側の枠内の[ワイヤレスネットワークの管理]をクリックします。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数の無線 LAN が表示されます。 

3. ネットワークをクリックし、[削除]をクリックします。 

無線ルータに接続できない場合 

無線ルータにち続しようとして失敗した場合は、その無線ルータの電源を10〜15救間オフにして、 
リセットしてください。 

それでもコンピューターが無線 LAN に接続できない場合は、無線ルータを再起動してください。詳し 
くは、ルータの製造元の説明書を参照してください。 
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口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) への接続 

口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) に接続するには、8ピンの RJ -45 ネットワークケーブル（別 
売）が必要です。ネットワークケーブルに、 TV やラジオからの電波障害を防止するノイズ抑制コア 
(1) が貼付されている場合は、コアが取り付けられているちのケーブルの端口）をコンピューター 
側に向けます。 



ネットワークケーブルを接続するには、な下の操作を行います。 


A 警告！ 义傷ゃ感電、火災、装置の損傷を防ぐため、モデムヶーブルまたは電話ヶーブルを RJ -45 
(ネットワーク）コネクタにち続しないでください。 


1. ネットワークケーブルをコンピューター本体のネットワークコネクタに差し込みます（1)。 

2. ケーブルのもう一方の端をデジタルモジュラーコンセントに差し込みます口）。 
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4 マルチメディア 


マルチメディア機能 

お使いのコンピューターには、音楽や動画を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディア機 
能が含まれています。また、な下のようなマルチメディアコンポーネントが含まれている場合があり 
ます。 


• 音楽を巧生する内蔵スピーカー 
• 独自のオーディオを録音するための内蔵マイク 


• 写真および動画を撮影できる内蔵 Web カメラ 

• 音楽、動画および画像の巧生と管理を行うことができるプリインストールミ斉みのマルチメディ 
アソフトウェア 


腎を 記： お使いのコンピューターによっては、一覧に記載されていても、一部のコンポーネントが含 
まれていない場合があります。 


ここでは、お使いのコンピューターに含まれているマルチメディアコンポーネントを確認する方ま、 
およびマルチメディアコンポーネントを使用する方法について説明します。 
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マルチメディアコンポーネントの各部 

な下の図と表で、コンピューターのマルチメディア機能について説明します。 


(D 



(D© 


名称 



説明 

(1) 

Web カメラランプ 

点な： Web カメラを使巧しています 

(2) 

Web カメラ 


静止画像を撮影したり、動画を録画したりします 

を記： 動画を録画するには、 Web カメラソフトウエアを 
追加インス I ^ールする必要があります 

(3) 

内蔵マイク 


サウンドを録音します 

(4) \ 

な オーディオ出力 

(へツ ドフオン）コネクタ/ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤ 

I 

A オーディオ入力 

(マイク）コネクタ 

フホン、ヘッドセット、またはテレビオーディオに接続し 
たときに、サウンドを出力します。別売のへッドセットマ 
イクも接続します 

警告！ 突が大きな音が出て耳を傷めることがないように、 
音量の調節を行ってからヘッドフォン、イヤフホン、または 
へッドセットを使用して〈ださい。ま全に関する情報につい 
て詳しくは、『規定、ま全、および環境に関するごを意』を 
参照してください 

を記： コネクタにデバイスを接続すると、コンピューター 
本体のスピーカーは無効になります 

オーディオコンポーネントには、4芯コネクタが装備されて 
いる必要があります 
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名称 



説明 


(5) 


スピーカー CX 2) 

サウンドを出力します 


(6) 

か 

ミュート（消音）ホットキー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、 
消します 

スピーカーの音を 

(7) 

4 , 

音量下げホットキー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、 
を下げ'ます 

スピーカーの音量 

(8) 

か 

音量上げホットキー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、 
を上げます 

スピーカーの音量 


音量の調整 

音量の調整には、な下のどれかを使巧します。 

• コンピユーターの音量ホツトキー: fn キ ー(1) と、 f8 キー（2)、 f10 キー(3)、 f11 キ ー(4) 

のどれかのフアンクシヨンキーとの組み合わせです。 

。 音を消したり音量を元に房したりするには、 ゎ + f 8 キーを押します。 

。 音量を下げるには、 ゎ + f 10 キーを押します。 

。 音量を上げるには、 fn + f 11 キーを押します。 



Q Q 0 


か 


• Windows の[ボリユームコントロール]: 

a . タスクバーの右端の通知領域にある[スピーカー]アイコンをクリックします。 

b . 音量を調整するには、スライダーを上下に移動します。[スピーカーをミユート]アイコンを 
クリックすると、音が出なくなります。 
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-または- 

a. 通知領域の[スピー カー ] アイコンをちクリックして、[音量ミキサーを開く]をクリックしま 

す。 

b . 音量を調整するには、[ボリユームコントロール]列でスライダーを上下に移動します。[ス 
ピーカーをミユ ート ] アイコンをクリックして音を消すこともできます。 

[スピーカー]アイコンが通知領域に表示されない場合は、な下の操作を行って表示します。 

a. [隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）をちク 
リックします。 

b . [通知アイコンのカスタマイズ]をクリックします。 

C. 風们で、情量]アイコンについて[アイコンと通知を表对を選択します。 
d . [0 のをクリックします。 

• プログラムの音量調整機能： 

プログラムによっては、音量調整機能を持つものもあります。 
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マルチメディアソフトウエア 

お使いのコンピューターには、音楽や動画を巧生したり、画像を表示したりできるマルチメディアソ 
フトウエアがプリインス I ルされています。 


プリインストールされているマルチメディアソフトウェアの使用 

プリインストールされているその他のマルチメディアソフトウェアを確認するには、な下の操作を行 
います。 

▲ [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、巧巧するマルチメディアプログラムを起動し 
ます。たとえば 、 [Windows Me 出 a Player ] (-部のモデルのみ）を使巧する場合は、 [Windows 
Media Plaver] をクリックします。 


歐 を記. サブフォルダーにさまれているプログラムもあります。_ 

インターネットからのマルチメディアソフトウェアのインストール 

▲ インターネットからマルチメディアソフトウェアをインストールするには、ソフトウェアの製 
造元の Web サイトにアクセスし、説明に沿って操作します。 


歐 を記： インターネットからダウンロードしたソフトウェアにはウィルスが含まれている可能性があ 
ります。詳しくは、「セキュリティ」の章を参照してください。 
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オーディオ 

お使いのコンピューターでは、レ^下のさまざまな才ーディオ機能を使用できます。 

• コンピューターのスピーカーおよび接続した外付けスピーカーを使用した、音楽の巧生 

• 内蔵マイクまたは別売のへッドセットマイクを巧巧した、サウンドの録音 

• インターネットからの音楽のダウンロード 

• 才ーディナと画像を使用したマルチメディアプレゼンテーシヨンの作成 

• インスタントメッセージプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

外付けオーディオデバイスの接続 


A 警告！ ま然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからヘッドフォン、 
イヤフナン、またはヘッドセットを使巧してください。を全に関する情報について詳しくは、『規 
を、安全、および環境に関するごま意 J 1 を参照してください。 


外付けスピーカー、 へッ ド フォン、へッ ド セット マイクなどの外付けデバイスの接続方まに ついて 
は、デバイスの製造元から提供される情報を参照してください。デバイスを良好な状態で使巧できる 
よう、な下の点に注意してください。 

• デバイスケーブルが、才ーディオ出力（ヘッドフォン）および才ーディオ入力（マイク）の両 
ちをサポートする4芯コネクタを備えていることを確認します。 

• デバイスケーブルがお使いのコンピューターの適切なコネクタにしっかりと接続されているこ 
とを確認します（通常、ケーブルコネクタは、コンピューターの対応するコネクタに合わせて 
色分けされています）。 

• 外付けデバイスじ必要なドライバーがある場合は、そのドライバーをインストールします。 


m を記： ドライバーは、デバイスとデバイスが巧用するプログラム間のコンパ'-夕一として機能 
する、必須のプログラムです。 


オーディオ機能の確認 

お使いのコンピューターのシステムサウンドを確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]の順に選択します。 

2. [ハードウェアとサウンド]をクリックします。 

3. [サウンド]をクリックします。 

4. [サウンドと才ーディオデバイスのプロパティ]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリッ 
クします。[プログラムイベント]でビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選択して 
から、矢印ボタンをクリックしてサウンドをチェックします。 

ス ピー カーまたはち続した へッ ドフォンから音が鳴ります。 

コンピューターの録音機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[サウンドレコーダー]の順に選巧します。 

2. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存します。 

3. マルチメディアプログラムを開き、サウンドを再生します。 
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野 を記： 良好な録音結まを得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 
ます。 


コ ンピュ ーターのナー ディオ設をを確認または変更するには、 [ スタート ] 一[コントロ ールパネル]一 
[ ハードウエアとサウンド ] 一 [ サウンド]アイコンの 順に選択します。 


動画 

お使いのコンピユーターでは、な下のさまざまな動画機能を使巧できます。 

• 動画の巧生 

• インターネットを介したゲーム 

• プレゼンテーシヨンの作成のための画像や動画の編集 

• 外付けビデオデバイスの接続 

外付けモニターまたはプロジェクターの接続 

モニターやプロジェクターなどの外付けディスプレイは、 VGA ケーブル（別売）を巧用してコンピユー 
夕一の外付けモニター コネクタに接続します。 

外付けモニターまたはプロジ； L クターを接続するには、な下の操作を行います。 

1. 別売の VGA ケーブルをコンピユーターの外付けモニターコネクタに接続します。 


2. ケー ブルのもう一方の端を外付け モニターまたは プロジ X クターに 接続します。 

歐 を記:~~ 正しく接続された外付けモニターまたはプロジてクターの画面に画像が表示されない場合 

は、 わ + f 2 キーを押して画像をその外付けディスプレイに転送します。 わ+ ロ キーを繰り返し押す 
と、表示画面が外付けデイスプレイとコンピューターとの間で切り替わります。 
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HDMI デバイスの接続 

コンピューターには、 HDMI (High Definition Multimedia Interface ) コネクタが搭載されています。 
HDMI コネクタは、 HD 対応テレビ、対応しているデジタルまたは才ーディナコンポーネントなどの 
別売の動画またはナーデイオデバイスとコンピューターをち続するためのコネクタです。 


m を記._ HDMI コネクタを使用して動画信号を伝送するには、 HDMI ケーブル（別売）が必要です。 

コンピューターは、 HDMI コネクタに接続されている1つの HDMI デバイスをサポートすると同時 
に、コンピューター本体のディスプレイまたはサポートされている他の外付けディスプレイの画面を 
サポートできます。 

HDMI コネクタに動画または才ーディオデバイスを接続するには、な下の操作を行います。 

1 . HDMI ケーブルの一方の端をコンピューターの HDMI コネクタに接続します。 



2. 製造元の説明書等の手順に沿って操作し、ケーブルのもう一ちの端をビデオデバイスに接続し 
ます。 

3. コンピューターに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、コンピユー 
夕一の fn + f 2 キーを押します。 


HDMI 用のオーデイオの設定（一部のモデルのみ） 

HDMI 才ーディオを設定するには、まず、お使いのコンピューターの HDMI コネクタに HD 対応テレ 
ビなどのオーディオまたはビデオデバイスを接続します。次に、な下の手順でオーディオ再生のネ刀期 
デバイスを設定します。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある[スピーカー]アイコンをちクリックし、[再生デバイス]をク 
リックします。 

2. [再生]タブで[デジタル出力]または[デジタル出カデバイス （ HDMI )] をクリックします。 

3. [初期設定値に設对一[〇のの順にクリックします。 

才ーディオを コン ピューターのスピーカーに戻すには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある[スピーカー ] アイコンをちクリックし、[再生デバイス]をク 
リックします。 

2. [再生]タブで[スピーカー]をクリックします。 

3. [初期設を値に設を]一 [0 のの順にクリックします。 
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Web カメラ 

お使いのコンピュータ ーI こは、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されています。 Web カメラ 
は、動画の取り込みと共有を可能にする入カデバイスです。 

Web カメラにアクセスするには、な下の操作を行います。 

1. [ スタート ] 一 [ すべてのプログラム ] 一 [ArcSo 行 WebCam Companion 3] 一 [WebCam Companion 

3] の順に選巧します。 

2. [Capture] (キャプチャ）一 [Take pictures] (画像の撮影）をクリックします。 

寶 を瓦 画像は[マイドキュメント]フォルダーに自動的に保巧されます。 
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ドライブと外付けデバイス 


ドライブ 

取り付けられているドライブの確認 

お使いのコンピューターには、（回転式ディスクを搭載した）ハードドライブまたはソリツドステー 
ト メモリを搭載した SSD (Solid State Drive ) が搭載されています。 SSD は、，駆動部品を持たないた 
め、ハードドライブほど熱を発生しません。 

コン ピューターに取り付けられているドライブを表示するには、に夕ート] 一[コン ピュータ ー] の 順に 
選択します。 
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ドライブの取り扱い 

ドライブは壊れやすいコンピューター部品ですので、取り巧いには;'主意が必要です。ドライブの取り 
扱いについては、な下のを意事項を参照して〈ださい。必要に応じて、追加のま意事項および関連手 
順を示します。 


A を意： コンピューターやドライブの損傷、または情報の損失を防ぐため、な下の点に;ま意してくだ 
さし、。 

外付けハードドライブに接結したコンピューターをある場所から別の場所へ移動させるような場合 
は、事前にスリープを開始して画面表示が消えるまで待つか、外付けハードドライブを適切に取り外 
してください。 

ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピューターのコネクタピンに触れないでください。 

ドライブは慎重に取り扱い、絶巧に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、 コン ピューターをシャットダウンします。 コン ピューターの電源が切れ 
ているのか、 スリープ 状態か、または ハイ バネーシ ヨン 状態なのかわからない場合は、まず コン ピュー 
夕一の電源を入れ、 次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

オプティカルドライブ（一部のモデルのみ）内のディスクへの書き込みが行われているときは、キー 
ボードから入力したり、コンピューターを移動したりしないで〈ださし、書き込み処理はあ動の影響 
を受けやすい動作です。 

バッテリのみを電源として使巧している場合は、メディアに書き込む前にバッテリが十分に巧電され 
ていることを確認してください。 

高温またはを湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブに洗剤などの液体を垂らさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないで〈ださい。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドライ 
ブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発をビニールシートなどの緩衝材で適切に捆包し、捆包箱の表面に「コ 
ワレモノ ー 取り巧い;'主意 J と明記してくださし、。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
採知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなどの 
セキュリティ装置は、磁気ではなく X線を使巧してチェックを行うので、ドライブじは影響しませ 
ん。 
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ハードドライブパフォーマンスの向上 
ディスクデフラグの使用 

コンピューターを使用しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。ディス 
クデフラグを行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフナルダーを集めてより効率よく作 
業を実行できるようになります。 

ディスクデフラグを実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスクデフラグ]の順 

に選巧します。 

2. [今すぐ最適化]をクリックします。 


寶を 記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能がさまれています。アプリケーシヨンのインストール、ユーティリティの実行 、 Windows 
の設定変更などを行うときに、アクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳 
しくは、[ヘルプとサポート]を参照してくださし、。 


詳しくは、ディスクデフラグツールソフトウエアのヘルプを参照してください。 

ディスククリーンアップの使用 

ディスククリーンアップを行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファイ 
ルが安全に削除されてディスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになります。 

ディスククリーンアップを実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーンアッ 

プ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 


42 第5章ドライブと外付けデバイス 




ハードドライブベイ内のハードドライブの交換 

A を意: — 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にを意してください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてくだ 
さい。コンピューターの電源が入っているときや、スリープまたはハイバネーシヨン状態のときに 
は、ハードドライブを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイ/くネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャッ 
トダウンします。 

ハードドライブを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コンピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧き、コンピューターの電源コネクタから AC アダプターを取 
り外します。 

5. コンピューターを裏返してを定した平らな場所に置きます。 

6. コンピューターからバッテリを取り外します。 

7. ハードドライブベイが手前になるように置き、ハードドライブカバーの2つのネジ （1) を緩め 
ます。 

8. ハードドライブカバーを持ち上げて（2)、コンピューターから取り外します。 


獲極)@ 



9. ハードドライブをコンピューターに固をしているハードドライブケーブル （1) を取り外しま 
す。 
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10. ハードドライブタブ （2) を引き上げ、ハードドライブをハードドライブベイから取り出します 
(3)。 



ハードドライブを取り付けるには、な下の操作を行います。 

1. ハードドライブタブ （1) をつかみ、ハードドライブをハードドライブベイに挿入し口）、ゴム 
のストツパをスライドさせて所定の位置に固定します。 

2. ハードドライブケーブル （3) を取り付けなおします。 



3. ハードドライブカバーのタブとコンピューターの切り込みを合わせてカバーを閉じます（1)。 
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4. ハードドライブカバーの 2 つのネジ （2) を締めます。 


霞極)毎) 
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外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを使巧すると、情報を保巧したり、情報にアクセスしたりできる場所 
が増えます。 

USB ドライブには、な下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプターが装備されているハードドライブ） 

• DVD-ROM ドライブ 

• DVD に D-RW コンボドライブ 

• DVD±RW および CD-RW コンボドライブ 

• スーパーマルチ DVD±RW/CD-RW コンボドライブ ロ層記録 ( DL ) 対応） 

• Ugh に cribe スーパーマルチ DVD ± RW / CD-RW コンボドライブ ロ層記録 （ DL ) 対応） 

• ブルーレイ ROM DVD ± R/RW スーパーマルチドライブ ロ層記録 ( DL ) 対応） 

• Ugh に cribe / スーパーマルチ DVD ± R / RW 対応 ブルーレイ ROM ドライブ ロ層記録 ( DL ) 対応） 

• HDDVD ドライブ 
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別売の外付けドライブの接続 


m を記： 必要なソフトウェアやドライバー、および巧巧するコンピューターのコネクタの種類につい 
て詳しくは、デバイスに付属の説明書を参照してください。 


外付けドライブをコンピューターに接続するには、な下の操作を行います。 


A を意： 装置が損傷することを防ぐため、別電源が必要なドライブを接続するときは、ドライブの電 
源が切れ、外部電源コードが巧けていることを確認してください。 


1. ドライブをコンピューターにお続します。 


野 を記. 外付けオプティカルドライブは、ハブゃドッキングステーシヨンなど他の外付けデバ 
イスの USB コネクタではなく、コンピューター本体の USB コネクタに接続する必要がありま 
す。 


2. 別電源が必要なドライブを接続した場合は、ドライブの電源コードを、接 i 也した外部電源のコン 
セントに差し込みます。 

3. ドライブの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けドライブを取り外すときは、ドライブの電源を切り、コンピューターから 
取り外します。別電源が必要な外イ寸けドライブを取り外すときは、ドライブの電源を切り、コンピュー 
夕一から ドライブを取り外した後、ドライブの外部電源コードを抜きます。 

オプティカルドライブの共ち 

お使いのコンピューターにはオプティカルドライブは装備されていませんが、同じ有線または無線 
ネットワーク上にあるオプティカルドライブ装備の別のコンピューターとオプティカルドライブを 
共有すると、ソフトウェアへのアクセスやアプリケーシヨンのインス!ル、およびデータへのアク 
セスが簡単に行えます。ドライブの共有は Windows オペレーティングシステムの機能であり、これ 
によって、ユーザーは別のコンピューターのドライブをネットワーク上で巧巧できるようになりま 
す。 


鞍を 記： ホームネットワークのセットアップおよびドライブの共有については、[ヘルプとサポート] 
を参照してください。 

を記： DVD ムービーやゲームディスクといった種類のディスクはコピーが防止されている場合が 
あります。その場合、 DVD または CD を共有して使用することはできません。 
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外付けデバイス 

USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

USB (Universal Serial Bus ) は、 USB キーボード、マウス、ドライブ、プリンター、スキヤナー、ハ 
ブなどの別売の外付けデバイスを接続するためのハードウ エア インタ フエー スです。デバイスは、コ 
ンピューター、別売のドッキングデバイス、または別売の拡張製品に接続することができます。 

USB デバイスには、追加サポートソフトウてアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウエアについて詳しくは、デバイスに付属の操作説明書を参 
照してください。 

コンピューターには3つまたは4つの USB コネクタがあり、 USB 1.0. USB 1.1. および USB 2.0 の 
各デバイスじ対応しています。別売の USB ハブ、別売のドッキングデバイス、または別売の化張製 
品には、コンピューターで使用できる USB コネクタが装備されています。 

USB デバイスの接続 


A 注意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスの接続時に必要な上の力を加えないでくだ 
さし、。 


▲ USB デバイスをコンピューターにち続するには、デバイスの USB ケーブルを USB ポートに接 
続します。 




デバイスが検出されると音が鳴ります。 


載 注記. USB デバイスをち続すると、通知領域にシステムがデバイスを認識したことを示すメッセー 
ジが表示されます。 
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USB デバイスの取り外し 


A を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行って USB デバイスをま全に 
取り外します。 

を意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスの取り外し時にケーブルを引っ張らないで 
ください。 

USB デバイスを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある[ハードウエアをを全に取り外してメディアを取り出す]アイ 
コンをクリックします。 

野 ま記 .— タスクバーに[ハードウ X アを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコンを表示す 

るには、[隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）をク 
リックします。 


2. -覧からデバイス名をクリックします。 


野 を記； ハードウエアデバイスを安全に取り外すことができるというメッセージが表示されま 
す。 


3. デバイスを取り外します。 

メディアカードの使用 

別売のメディアカードは、データをま全に格納し、簡単にデータを共有できる力ードです。これらの 
力ードは、他のコンピューターな外にも、デジタルメディア対応のカメラや PDA などでよく使用さ 
れます。 

おほいのコンピューターのメディアカードス ロッ トは、な下のフォー マッ トのメディアカードに巧 
応しています。 

• メモリースティック （ MS ) 

• メモリーステ イツ ク PRO ( MS / Pro ) 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

• SD (Secure Digital ) メモリカード 

• SDHC (Secure Digital High Capacity ) メモリカード 

• xD ピクチャーカード （ XD ) 

• xD ピクチャーカード （ XD ) Type H 

• xD ピクチャーカード ( XD ) Type M 

メディアカードの挿入 


A を意： メディアカードまたはコンピユーターの損傷を防ぐため、メディアスロットにはどのよう 
な種類のアダプターも挿入しないでください。 

を意： メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードの巧入時に必要な上の力を加 
えないでくださし、。 


1. メディアカードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 
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2. メディアカードスロットに力ードを挿入し、力ードがしっかりと収まるまで押し込みます。 



デ/《イスが検出されると音が鳴り、場合によっては使用可能なオプシヨンのメニユーが表示され 
ます。 

メディアカードの取り出し 


A を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行ってメディアカードをを全に 
取り出します。 


1. 情報を保存し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 


菌^を 記： データ転送を停止するには、オペレーティングシステムの [コ ピーしています]ウィンド 
ウで [キャンセル] をクリックします。 


2. メディアカードを取り出すには、な下の操作を行います。 

a . タスクバーのち端の通知領域にある [ハー ドウエアをま全に取りかしてメディアを取り出す] 
アイコンをクリックします。 


野 を記. タスクバーに[ハードウエアをを全に取り外してメディアを取り出す]アイコンを表 
示するには、[隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢 
EP ) をクリックします。 


b . -覽からメディアカード名をクリックします。 


教 を記： ハードウてアデバイスを安全に取り外すことができるというメッセージが表示さ 
れます。 


C. [停止] 一 [0 のの順にクリックします。 
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3. メディアカードを押して固定を解除し（1)、力ードを引いてスロットから取り出します（2)。 


〇 
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6 メモリモジュール 


コンピューターのハードドライブベイ内には、1基のメモリモジュールスロットが装備されていま 
す。コンピューターのメモリを増設するには、装着されているメモリモジュールを交換します。 


A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

A を意： 静電気 ( ESD ) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前に、アースさ 
れた金属面に触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 

メモリモジュールを交換するには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コンピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

コンピューターの電源が切れているかハイ/け、ーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源 
ボタンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手 
順でシャットダウンします。 

3. コンピューターにお結されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧き、コンピューターの電源コネクタから AC アダプターを取 
り外します。 

5. コンピューターを裏返してまました平らな場所に置きます。 

6. コンピューターから/くッテリを取り外します。 

7. 小さいネジ回しを使用して、ハードドライブカバーの2つのネジ （1) を緩めます。 
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8. ハードドライブカバーを持ち上げて（2)、コンピューターから取り外します。 



9. な下の手順に沿って操作し、既存のメモリモジュールを取り外します。 
a . メモリモジュールの両側にある留め具を左ちに引っ張ります（1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 

A を意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを}及うときは必ず左ちの 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないで〈ださい。 


b . メモリモジュールの左右の端をつかみ、そのままゆっくりと斜め上に引き巧いて口）取り 
外します。 



取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 
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10. な下の要領で、新しいメモリモジュールを取り付けます。 


A を意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左ちの端を 
持ってください。メモリモジュールの端子部分に触ったり、メモリモジュールをキ斤り曲げたり 
しないように;’主意してください。 


a . メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロット （1) を合わせます。 

b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを45°の角度でスロットに巧し込み、所定の 
位置に収まるまでメモリモジュールを押し下げます口）。 

C. カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固をするまで、メモリモジュールの左ちの 
端をゆつくりと押し下げます（3)。 



11. ハードドライブカバーのタブと コン ピューターの切り込みを合わせて（1)、カバーを閉じます 

な）。 
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12. ハードドライブカバーの 2 つのネジ （3) を締めます。 



13. バッテリを装着しなおします。 

14. コン ピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

15. コン ピューターの電源を入れます。 
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ポインテイングデバイスおよびキーボー 

K 


ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

[マウスの プロパティ] にアクセスするには、[スタート]一[デバイスとプリンタ ー] の順に選がします。 
次に、お使いのコンピューターを表すデバイスをちクリックして、[マウス]を選択します。 

ボタンの構成、クリック速度、ポインターオプションのような、ポインティングデバイスの設をを 
カスタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を使巧します。 


ポインテイングデバイスの使用 

タッチパッドの使用 

タッチパッドのボタンは、外付けマウスの左右のボタンと同様に使用します。タッチパッドのスク 
口ールゾーンを使巧して画面を上下にスクロールするには、スクロールゾーンの線上で指を上下に 
スライドさせます。 


鞍 を記： ポインターの移動にタッチパッドを使用している場合、まずタッチパッドから指を離し、そ 
の後でスクロールゾーンに指を置きます。タッチパッドからスクロールゾーンへ指を動かすだけで 
は、スクロール機能はアクティブになりません。 


外付けマウスの接続 

USB コネクタのどれかを使用して外付け USB マウスをコンピューターに接続できます。 
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キーボードの使用 


ホットキーの使用 

ホットキーは、 fn キ ー(1) とフアンクシヨンキーロ）のうちの1つとの組み合わせです。 

f 1 〜 f 4、 f 6、 f 8、 f 10、 および f 11 の各キーのアイコンは、ホットキーの機能を表しています。ホット 
キーの機能および操作についてこの章の各項目で説明します。 



機能 


ホットキー 

し 

スリープを開さ台する 

fn + f1 

101 

画面を切り替える 

fn +に 

米 T 

画面輝度を下げる 

fn +巧 

木* 

画面輝度を上げる 

fn + f4 

A 

[QuickLock] を開始する 

fn + f6 

か 

スピーカーの音をミ肖したり元に戻したりする 

fn + f8 

* 

コンピューターの音量を下げる 

fn + f10 

か 

コンピューターの音量を上げる 

fn + f11 
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ホットキーコマンドをデバイスのキーボードで使巧するには、な下のどちらかの操作を行います。 


• 短 〈わ キーを巧してから、ホットキーコマンドの2番目のキーを短く押します。 

-または- 

• fn キ ー を押しながら、ホットキ ーコマンドの 2番目のキ ー を短く巧し、両方のキ ー を同時に離 
します。 


スリープを開おする 


A を意： 情報の損失を防ぐため、スリープを開始する前に必ずデータを保巧してください。 _ 

スリープを開始するには、 fn 牛け キーを押します。 

スリープを開始すると、情報がメモリに保巧され、画面表示がミ肖えて節電モードになります。コン 
ピューターがスリープ状態のときは電源ランプが点滅します。 

スリープを開始する前に、コンピューターの電源がオンになっている必要があります。 


A を意： コンピユーターがスリープ状態のときに完全な口ーバッテリ状態になった場合は、ハイバ 
ネーシヨンが開始され、メモリに保巧された情報がハードドライブに保巧されます。完全な口ーバッ 
テリの状態になった場合の出荷時設定はハイバネーシヨンですが、この設定は、 Windows の[コント 
口ールパネル]の[電源 オプション] で変更できます。 


スリープを終了するには、電源ボタンを短く押します。 

fn+f1 ホツトキーの機能は変更することができます。たとえば、スリープではなくハイバネーシヨン 
を開始するように わ + f1 ホットキーを設定することもできます。 


鞍 注記. Windows オペレーティングシステムのウィンドウでのスリープボタンに関する記述はすべ 
て、 fn + f1 ホットキーに当てはまります。 


画面を切り替える 


システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、 わ+ ロ キーを押しま 
す。たとえば、コンピューターじ外付けモニターを接続している場合に fn + f2 キーを押すと、コン 
ピューター本体のディスプレイ、外付けモニターのディスプレイ、コンピューター本体と外付けモニ 
夕一の両方のディスプレイのどれかに表示画面が切り替わります。 


鞍 を記. モニターやプロジェクターなどの外付けディスプレイは、 VGA ケーブル（別売）を使用して 
コン ピューターの外付けモニターコネクタにち結する必要があります。 


ほとんどの外かけモニターは、外付け VGA ビデオち式を使用してコンピューターからビデオ情報を 
受け取ります。 fn+ ロホッ トキーでは、コンピューターからビデオ情報を受信する他のデバイスとの 
間でも表示画面を切り替えることができます。 

な下のビデオ伝送ちまが わ+ ロ ホットキーでサポートされます。かっこ内は、各ち式を巧用するデ 
バイスの例です。 


• LCD (コン ピュ ーター 本体のディスプレイ） 

• 外部 VGA (ほとんどの外かけモニター) 

• HDMI (HDMI コネクタを備えたテレビ、ビデオカメラ、 DVD プレーヤー、ビデオデッキ、ビ 
デナキヤプチャカード） 
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画面の輝度を下げる 

わ + f 3 ホットキーを押すと、画面の輝度を下げることができます。このホットキーを巧し続けると、 
輝度が一定の割合で徐々に下がります。 

画面の輝度を上げる 

わ + f 4 ホットキーを押すと、画面の輝度を上げることができます。このホットキーを押し続けると、 
輝度が一をの割合で徐々に上がります。 

[ QuickLock ] を開始する 

fn + f 6 ホットキーを押すと、 [ QuickLock ] のセキュリティ機能が起動します。 

[ Q 山 ckLock ] はオペレーティングシステムの[ログナン]ウィンドウを表示して、情報を保護します。[口 
グオン]ウィンドウが表示されているときには、 Windows のユーザーパスワードまたは Windows の管 
理者パスワードが入力されるまでコンピューターにアクセスできません。 


野 を記： [ Q 山 ckLock ] を巧用する前に、 Windows のユーザーパスワード、または Windows の管理をパ 
スワードを設定する必要があります。詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


[ Q 山 ckLock ] を使巧するには 、 fn + f 6 キーを押して [ログオン]ウィン ドウを表示し、 コン ピューターを 
ロックします。 コン ピューターにアクセスするには、画面の説明に沿って Windows のユー ザーパス 
ワードまたは Windows の管理をパスワードを入力します。 

スピーカーの 音を消す 

fn + f 8 を押してスピーカーの音を消‘します。スピーカーの音量を元に戻すには、もう一度ホットキー 
を押します。 

スピーカーの 音量を下げる 

fn + f 10 を押してスピーカーの音量を下げます。このホットキーを巧し続けると、スピーカーの音量 
が一定の割合でお々に下がります。 

スピーカーの音量を上げる 

fn + f 11 を押してスピーカーの音量を上げます。このホットキーを巧し続けると、スピーカーの音量 
が一定の割合で徐々に上がります。 
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8 電源の管理 


電源オプションの設定 

省電力設定の使用 

お使いのコンピューターでは、2つの省電力設定が出荷時に有劾になっています。スリープおよびハ 
イバネーシヨンです。 

スリープを開始すると、電源ランプが点滅し、画面表示が消えます。作業中のデータがメモリに保を 
されるため、スリープを終了するときは ハイ バネーションを終了するときよりも早く作業に戻れま 
す。コンピューターが長時間スリープ状態になった場合、またはスリープ状態のときにバッテリが完 
全な口ーバッテリ状態になった場合は、 ハイ バネーションを開始します。 

ハイバネーションを開始すると、データがハードドライブのハイバネーションフアイルに保巧され 
て、コンピューターの電源が切れます。 


A を意： オーディオおよびビデオの劣化、巧生機能の損失、または情報の消'失を防ぐため、ディスク 
または外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスリープまたはハイバネーシヨンを開始 
しないでください。 

鞍 を 記： コン ピユーターがスリープまたは ハイバ ネーシ ヨン 状態の場合は、無線接結や コン ピユー 
夕一の機能を実行す る ことが一切できなくなります。 


スリープの開始および終了 

システムは、バッテリ電源の使巧時に操作しない状態が15分間続いた場合、または外部電源の使巧 
時に操作しない状態が30分間続いた場合に、スリープを開始するよう出荷時に設定されています。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の [コントロールパネル] にある[電源 オプション] で変更で 
きます。 


コンピューターの電源がナンの場合、な下のどれかの方までスリープを開始します。 

• fn + f 1 キーを押します。 

• 電源ボタンを短〈押します。 

• ディスプレイを閉じます。 

• [スタート]一[シャットダウン]ボタンの横にある矢印一[スリープ]の順にクリックします。 
スリープ状態を終了するには、 W 下のどれかの操作を行います。 

• 電源ボタンを短〈巧します。 

• ディスプレイが閉じている場合は、ディスプレイを開きます。 
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• キーボードのキーまたはリモコンのボタンを巧します （ 一部のモデルのみ）。 

• タッチパッドを操作します。 

コンピューターがスリープを終了すると、電源ランプが点滅から点灯に変わり、作業を中断した時点 
の画面に戻ります。 


賢を 記： 復帰するときにパスワードを必要とするように設をした場合は、作業を中断した時点の画面 
に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 


ハイバネーシヨンの開始および終了 

システムは、バッテリ電源と外部電源の両方を使用しているときに操作しない状態が1080分 （1 8時 
間）結いた場合、または完全な口ーバッテリ状態に達した場合に、ハイ/くネーシヨンを開始するよう 
に出荷時に設定されています。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の[コントロールパネル]にある[電源ナプシヨン]で変更で 
きます。 

ハイバネーシヨンを開始するには、な下の操作を行います。 

▲ [スターり一[シャットダウン]ボタンの横にある矢印一[休止状劇の順にクリックします。 

ハイ バ ネーシ ヨンを終了するには、な下の操作を行います。 

▲ 電源ボタンを短く巧します。 

電源ランプが点なし、作業を中断した時点の画面に戻ります。 


鞍を 記： 復帰するときにパスワードを必要とするように設定した場合は、作業を中断した時点の画面 
に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 


バッテリ メーターの 使用 

バッテリメーターはタスクバーのち端の通知領域にあります。バッテリメーターを使用すると、す 
ばやく電源設定にアクセスしたり、バッテリ充電残量を表示したり、別の電源プランを選巧したりで 
きます。 

• 充電残量率と現在の電源プランを表示するには、ポインターを[バッテリメータ ー] アイコンの上 
に移動します。 

• 電源オプションにアクセスしたり、電源プランを変更したりするには、[バッテリメータ ー] アイ 
コンをクリックして一覧から項目を選択します。 

コンピューターがバッテリ電源で動作しているか外部電源で動作しているかは、[バッテリメータ ー] 
アイコンのおの違いで判断できます。アイコンには、バッテリが口ーバッテリ状態、完全な口ーバッ 
テリ状態、または省電源移行バッテリレベルになった場合にそのメッセージも表示されます。 

[バッテリメータ ー] アイコンを表示または非表示にするには、な下の操作を行います。 

1. [隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）をちクリック 
します。 

2. [通知アイコンのカスタマイズ]をクリックします。 

3. [動作]で、[電源]アイコンの[アイコンと通知を表示]を選巧します。 

4. [〇のをクリックします。 
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電源プランの使用 

電源プランはコンピューターがどのように電源を使用するかを管理するシステム設をの集まりです。 
電源プランは、節電やパフォーマンスの向上に役立ちます。 

電源プランの設定を変更したり、独自の電源プランを作成したりできます。 


現在の電源プランの表示 

▲ タスクバーの右端の通知領域にある[バッテリメーター]アイコンをクリックします。 

-または- 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティト博源オプション]の順に選択し 

まず。 

異なる電源プランの選択 

▲ 通知領域の[バッテリメ ーター ] アイコンをクリックし、一覧から電源プランを選択します。 

-または- 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一犀源オプション]の順に選巧し 

て、一覧から電源プランを選巧します。 

電源プランのカスタマイズ 

1. 通知領域の[バッテリメータ ー] アイコンをクリックし、[その他の電源オプション]をクリックし 
ます。 

-または- 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一犀源オプション]の順に選巧し 

ます。 

2. 電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. 必要に応じて設定を変更します。 

4. その他の設定を変更するには、[詳細な電源設定の変更]をクリックし、変更を行います。 

復帰時のパスワード保護の設定 

スリープまたはハイ/《ネーション状態が終了したときにパスワードの入力をホめるようにコンピュー 
夕一を設定するには、 な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一博源オプション]の順に選巧し 

ます。 

2. 左側の枠内で、愼帰の際パスワードを必要とする]をクリックします。 

3. [現在使用できない設をの変更]をクリックします。 

4. [パスワードを必要とする（推奨）]をクリックします。 

5. [変更の保存]をクリックします。 
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外部電源の使用 

外部電源は、な下のどちらかのデバイスを通じて供給されます。 

A 警告！ を全に関する問題の発生を防ぐため、コンピューターを使用する場合は、コンピューターに 
付属している AC アダプター、 HP が提供する交換巧 AC アダプター、または HP から購入した対応す 
る AC アダプターのみを使用してください。 

• 認定された AC アダプター 

• 別売のドッキングデ/《イスまたは化張製品 

レ: i 下のどれかのを件にあてはまる場合はコンピューターを外部電源に接続してください。 

A 警告！ 航空機内でコンピューターのバッテリを巧電しないでください。 _ 

• バッテリ巧電するか、バッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウエアをインストールまたは変更する場合 

• CD または DVD に情報を書き込む場合 

コンピューターを外部電源に接続すると、な下のようになります。 

• バッテリの充電が開始されます。 

• コンピューターの電源が入ると、通知領域の[バッテリメータ ー] アイコンの表示が変わります。 
外部電源の接結を外すと、な下のようになります。 

• コン ピュ ーターの 電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。ディスプレイの輝度を上げる 
には、 fn + f 4 ホットキーを押すか、 AC アダプターを接続しなおします。 
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AC アダプターの 接続 


A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、必ずな下のを意事項を守ってください。 

電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある電源コンセントに差し込んでください。 

コンピューターへの外部電源の供給を完全に遮断するには、電源を切った後、電源コードをコンピュー 
夕一 からではなく コンセントから巧いてください。 

を全に使用するため、必ず電源コードのアース端子を巧巧して接地してください。2ピンのアダプター 
を接続するなどして電源コー ドのアース端子を無効にしないでください。アース端子は重要なを全上 
の機能です。 

コンピューターを外部電源に接続するには、な下の操作を行います。 

1. AC アダプターをコンピューターの電源コネクタに差し込みますり）。 

2. 電源コードを AC アダプターに差し込みます（2)。 

3. 電源コードのもう一方の端を電源コンセントに差し込みます（3)。 



AC アダプターのテスト 

外部電源に接続したときにコンピューターにな下の状況のどれかが見られる場合は、 AC アダプター 
をテスト します。 

• コンピューターの電源が入らない。 

• ディスプレイの電源が入らない。 

• 電源ランプが点なしない。 

AC アダプターをテストするには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターからバッテリを取り外します。 

2. AC アダプターを コン ピューターに接続してから、電源 コンセントに 接続します。 

3. コン ピューターの電源を入れます。 

電源ランプが点灯している場合は、 AC アダプターは正常に動作しています。 
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交換巧 AC アダプターを入手する方まについては、サポート窓口にお問い合わせください。アクセス 
するには、に夕ート]一[ヘルプとサポート]一 [Get assis ね nee ] (サポート情報の入手）の順に選巧し 

ます。 
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バッテリ電源の使用 

巧電巧みのバッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、コンピューターはバッテリ電源 
で動作します。外部電源に接続されている場合、コンピューターは外部電源で動作します。 

巧電巧みのバッテリを装着したコンピューターが AC アダプターから電力が供給される外部電源で動 
作している場合、 AC アダプターを取り外すと、電源がバッテリ電源に切り替わります。 


W を記. 外部電源の接続を外すと、バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がりま 
す。ディスプレイの輝度を上げるには、 fn+f4 ホットキーを使用するか、 AC アダプターを再接続し 
ます。 


作業環境に応じて、バッテリを コン ピユーターに装着しておくことも、ケースに保管することも 巧 能 
です。 コン ピユーターを外部電源に接続している間、常にバッテリを装着しておけば、バッテリは巧 
電されていて、停電した場合でも作業データを守ることができます。ただし、バッテリを コン ピユー 
夕一に装着したままにしておくと、 コン ピューターを外部電源に接続していない場合は、 コン ピユー 
夕一がオフの時でもバッ テリ は徐々に放電していきます。 


A 警告！ ま全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用する場合は、コンピューターにイ寸属し 
ているバッテリ、 HP が提供する交換巧バッテリ、または HP から購入した対応するバッテリを使用 
して〈ださし、。 


コン ピューターのバッテリの寿命は、電源管理の設定、 コン ピューターで動作しているプログラム、 
画面の輝度、 コン ピューターに接結されている外付けデバイス、およびその他の要素によって異なり 
ます。バッテリは消耗品です。 

[ヘルプとサポート]でのバッテリ情報の確認 

[ヘルプとサポート]では、バッテリに関するな下のツールと情報が提供されます。 

• バッテリの性能をテストするための [HP Battery Check] ツール 

• バッテリの寿命を延ばすための、バッテリゲージの調整、電源管理、および適切な取り扱いと 
保管に関する情報 

• バッテリの種類、仕様、ライフサイクル、および容量に関する情報 
[バッテリ情報]にアクセスするには、な下の操作を行います。 

▲ アクセスするには、 [スタート]一 [ヘルプと サポート]一 [ Learn ] (ラーニン グ） 一 [電源プラン：よ 
くある質問]の順に選択します。 

[HP Battery Check ] の使用 

[ヘルプとサポート]では、コンピューターに取リイ寸けられているバッテリの状態について情報を提か 
します。 
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[HP Battery Check] を実行するには、な下の操作を行います。 

1. AC アダプターをコンピューターに接続します。 

教 ま記: [HP バッテリチェック ] を正常に動作させるため、コンピューターを外部電源に接結し 
てお〈必要があります。 

2. アクセスするには、 [スタート]一[ヘルプとサポート]一[トラブルシューテイング]一 [ Power , 
Thermal and Mechanical ] (電源、 サーマル、 および機械） の 順に選択します。 

3. [ Power ] (電源）タブをクリックし 、 [HP Battery Check ] をクリックします。 

[HP Battery Check] は、バッテリとそのセルを検査して、バッテリとそのセルが正常に機能している 
かどうかを確認し、検査の結まを表示します。 
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バッテリ充電残量の表示 

▲ タスクバーのち端の通ミ□領域にある[バッテリメーター ] アイコンの上にポインターを移動しま 
す。 

バッテリの着脱 


A を意： コンピューターの電源としてバッテリのみを使用しているときにそのバッテリを取り外す 
と、情報が失われる可能性があります。バッテリを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、作業中 
のデータを保存してからあらかじめハイバネーシヨンを開始するか、オペレーティングシステムの通 
常の手順でコンピューターをシャツトダウンしておいてください。 


バッテリを装着するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを裏返してまました平らな場所に置きます。 

2. バッテリのタブをコンピューターのくぼみに合わせてから（1)、バッテリをバッテリベイに挿 
入します。バッテリが装着されると、バッテリリリースラッチロ）力 《 自動的に固をされます。 



バッテリを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを裏返してまました平らな場所に置きます。 
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2. バツテリリリースラツチをスライドさせてり）バツテリの固定を解除してから、パ'ツテリを取 
り外します（2)。 



バッテリの充電 


A 警告！ 航空機内でコンピューターのバッテリを巧電しないでください。 _ 

バッテリは、コンピューターが外部電源 （ AC アダプター経由）、別売の電源アダプター、または別売 
の拡張製品に接続している間、常に充電されます。 

バッテリは、コンピューターの電源が入つているかどうかにかかわらず充電されますが、電源を切つ 
たときの方が早く巧電が完了します。 

バッテリが新しいか2週間な上使用されていない場合、またはバッテリの温度が室温よりも高すぎた 
り巧すぎたりする場合、巧電に時間がかかることがあります。 

バッテリの寿命を延ばし、バッテリ残量が正確に表示されるようにするには、な下の点に注意してく 
ださい。 

• 新しいバッテリを充電する場合は、コンピューターの電源を入れる前にバッテリを完全に巧電し 
てください。 

• バッテリランプが消灯するまでバッテリを充電してください。 


歐 を記. コンピューターの電源が入っている状態でバッテリを充電すると、バッテリが完全に巧 
電される前に通知領域のバッテリメーターに100%と表示される場合があります。 


• 通常の使巧で完全充電時の5%未満になるまでバッテリを放電してから充電してください。 

• 1か月な上使用していないバッテリは、単にち電を行うのではなく、バッテリゲージの調整を行 
います。 
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バツテリランプには、な下のように巧電状態が表示されます。 

• 点灯：バツテリが充電中です。 

• 点滅：コンピューターの電源としてバツテリのみを巧用していて、口ーバツテリ状態になって 
います。完全な口ーバツテリ状態になった場合は、バツテリランプがすばやく点滅し始めます。 

• 消な：バツテリの充電が完了しているか、バツテリを巧用中か、バツテリが装着されていない状 
態です。 

バツテリの放電時間の最長化 

バツテリの放電時間は、バツテリ電源で動作しているときに使巧する機能によって異なります。バツ 
テリの容量は自然に低下するため、バツテリの最長放電時間は徐々に短くなります。 

バツテリの放電時間を長く保つじは、な下の点に;'主意してください。 

• ディスプレイの輝度を下げます。 

• 犀源オプション]の惜電力]設定を確認します。 

• バツテリが使巧されていないとき、または充電されていないときは、コンピューターからバツテ 
リを取り外します。 

• バツテリを気温や湿度のほい場所に保管します。 

ローバツテリ状態への対処 

ここでは、出荷時設定の警告メツセージおよびシステム応答について説明します。口ーバツテリ状態 
の警告とシステム応答の設定は、 Windows の [コントロールパネル] の[電源オプション]で変更できま 
す。[電源オプション]ウィンドウでの設定は、ランプの状態には影響しません。 

ローバ ツ テリ状態の確認 

コンピューターの電源としてバツテリのみを使用しているときにバツテリが口ーバツテリ状態になる 
と、バツテリランプが点滅します。 

口ーバツテリ状態を解みしないと完全な口ーバツテリ状態に入り、バツテリランプがすばやく点滅 
し始めます。 

完全な口ーバツテリの状態になった場合、コンピューターではな下の処理が行われます。 

• ハイバネーションが有効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、ハイ 
バネーションが開始します。 

• ハイ バネーシ ョンが 無効で、 コン ピューターの電源が入っているか ス リープ状態のときは、短い 
時間スリープ状態になってから、システムが終了します。このとき、保巧されていないデータは 
失われます。 
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ローバ ッ テリ状態の解決 

A を意:~~ データの損失を防ぐため、コンピユーターが完全な口ーバッテリ状態になり、ハイバネー 

シヨンが開始した場合は、電源ランプが消なするまで電源を入れないでください。 

か部電源を使用できる場合のローバッテリ状態の解み 

▲ な下のデバイスのどれかを接続します。 

• コンピユーターに付属の AC アダプター 

• 別売の化張製品またはドッキングデバイス 

• 別売の電源アダプター 

充電巧みのバッテリを使用できる場合のローバッテリ状態の解み 

1. コンピユーターの電源を切るか、ハイバネーシヨンを開始します。 

2. 放電したバッテリを取り出し、充電ミ斉みのバッテリを装着します。 

3. コン ピユーターの電源を入れます。 

電源を使用できない場合のローバッテリ状態の解決 

▲ ハイバネーシヨンを開始します。 

-または- 

作業中のデータを保巧して コン ピユーターをシャットダウンします。 

ハイバネーシヨンを終了できない場合の口ーバッテリ状態の解み 

ハイ バネーシ ヨンを 終了するための十分な電力が コン ピユーターに残っていない場合は、な下の手順 
で操作します。 

1. 巧電巧みのバッテリを装着するか、コンピユーターを外部電源に接続します。 

2. 電源ボタンを短く押して、ハイバネーシヨンを終了します。 
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バッテリゲージの調整 

バッテリゲージの調整は、な下の場合に必要です。 

• バッテリ充電情報の表示が不正確な場合 

• バッテリの通常の動作時間が極端に変化した場合 

バッテリを頻繁に使用している場合でも、1か月に2回な上バッテリゲージを調整する必要はありま 
せん。また、新しいバッテリを初めて使用する前にバッテリゲージを調整する必要はありません。 

手順1:バッテリを完全に充電する 

A 警告！ 航空機内でコンピューターのバッテリを充電しないでください。 

鞍を 記； バッテリは、コンピューターの電源が入っているかどうかにかかわらず巧電されますが、電 
源を切ったときのちが早く巧電が完了します。 

バッテリを完全に充電するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターじバッテリを装着します。 

2. コンピューターを AC アダプター、別売の電源アダプター、別売の拡張製品、または別売のドッ 
キングデバイスに接続し、そのアダプターまたはデバイスを外部電源に接続します。 

コンピューターのバッテリランプが点なします。 

3. バッテリが完全に巧電されるまで、コンピューターを外部電源に接結しておきます。 

充電が完了すると、コンピューターのバッテリランプがミ肖灯します。 

手順2 :ハイバネーションおよびスリープを無効にする 

1. 通知領域の[バッテリメータ ー] アイコンー[その他の電源オプション]の順にクリックします。 

-または- 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティト犀源オプション]の順に選巧し 

ます。 

2. 現在の電源プランのもとで、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. バッテリゲージの調整後に設をを元に戻せるように、 [バッ テリ駆動]列の[ディスプレイの電源 
を切る]の設定を記録しておきます。 

4. [ディスプレイの電源を切る]の設定を[しない]に変更します。 

5. [詳細な電源設をの変更]をクリックします。 

6. [スリープ]の横のプラス記号 （+ ) 一[次の時間が経過後休止状態にする]の横のプラス記号の順 
にクリックします。 

7. バッテリゲージの調整後に設定を元に戻せるように、[次の時間が経過を休止状態にする]の下の 
[バッ テリ駆動]の設定を記録しておきます。 

8. [バッテリ駆動]の設定を[なし]に変更します。 

9. [0 のをクリックします。 

10. [変更の保存]をクリックします。 
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手順 3 :バッテリを放電する 

バッテリの放電中は、コンピューターの電源を入れたままにしておく必要があります。バッテリは、 
コンピューターを使巧しているかどうかにかかわらず放電できますが、使用している方が早く放電が 
完了します。 

• 放電中にコンピューターを放置してお〈場合は、放電を始める前に作業中のファイルを保巧して 
ください。 

• 放電中にコンピューターを使用する予定で、省電力設定を利用している場合、放電処理中はシス 
テムの動作がな下のようになります。 

。 モニターが 自動的にオフになりません。 

。 コンピューターがアイドル状態のときでも、ハードドライブの速度が自動的に化下しませ 

ん。 

。 システムによるハイ/くネーシヨンは開始されません。 

バッテリを放電するには、]^1下の操作を巧います。 

1. コンピューターを外部電源から切断します。ただし、コンピューターの電源は切らないでくださ 
い。 

2. バッテリが放電するまで、バッテリ電源でコンピューターを動作させます。バッテリの放電が進 
んでローバッテリ状態になると、バッテリランプが点滅し始めます。バッテリが放電すると、 
バッテリランプが消灯して、コンピューターの電源が切れます。 

手順4 :バッテリを完全に再充電する 

バッテリを再充電するには、な下の操作を行います。 

1 . コンピューターを外部電源に接続して、バッテリが完全に再ち電されるまで接続したままにしま 
す。再充電が完了すると、コンピューターのバッテリランプが消灯します。 

バッテリの再ち電中でもコンピューターは使用できますが、電源を切っておく方が充電が早く完 
了します。 

2. コンピューターの電源を切っていた場合は、バッテリが完全に充電されてバッテリランプが消 
なした後で、コンピューターの電源を入れます。 
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手順 5 :ハイバネーションおよびスリープを巧びち効にする 

A 注意:~ バッテリゲージの調整後にハイバネーションを有効にしないと、コンピューターが完全な 

口ーバッテリ状態になつた場合、バッテリが完全に放電して情報が失われるおそれがあります。 

1. 通知領域の[バッテリメータ ー] アイコンー [その他の 電源 オプション] の順にクリックします。 

-または- 

[スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [システムとセキュリティ] 一情源 オプション] の順に選択し 

ます。 

2. 現在の電源プランのもとで、 [プラン設定の変更] をクリックします。 

3. [バッ テリ駆動]列の項目を、記録しておいた設定に戻します。 

4. [詳細な電源設をの変更] を クリック します。 

5. [スリープ] の横のプラス記号 （+ ) 一 [次の 時間が経過 後休止 状態に する] の横のプラス記号の順 
にクリックします。 

6. [バッ テリ駆動]列を、記録しておいた設定に房します。 

7. [0 のをクリックします。 

8. [変更の保巧] をクリックします。 
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バッテリの節電 

• [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一 犀源 オプション]一惜電力] の 

順に選がします。 

• ネットワークに接続する必要がないときは無線接続と口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) 接 
続をオフにして、モデムを使巧するアプリケーションを使用後すぐに終了します。 

• 外部電源に接続されていない外付けデ/《イスのうち、巧用していないものをコンピューターから 
取り外します。 

• 使用していない外付けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り外します。 

• 必要に応じて、 ゎ+巧 および ゎ + f 4 ホットキーを使用して画面の輝度を調節します。 

• しばらく作業を行わないときは、 ス リープまたは ハイ バネーションを開始するか、 コン ピュー 
夕一の電源を切ります。 

バッテリの保管 

A を意： 故障の原因となりますので、バッテリを温度の高い場所に長時間放置しないでください。 

2週間な上コンピューターを使用せず、外部電源から切り離しておく場合は、すべてのバッテリを取 
り出して別々に保管してください。 

保管中のバッテリの放電を抑えるには、バッテリを気温や湿度の化い場所に保管してください。 

1か月な上保管したバッテリを使用するときは、最初にバッテリゲージの調整を行ってください。 

使用済みバッテリの処理 

A 警告!~ 化学薬品による火傷や発火のおそれがありますので、分解したり、壊したり、巧をあけたり 

しないでください。また、接点をショートさせたり、义や水の中に捨てたりしないでください。 

詳しくは、このコンピューターじ付属の『規定、を全、および環境に関するごま意』を参照してくだ 
さし、。 
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コンピューターのシャットダウン 

A を意： コンピューターをシャットダウンすると、保巧されていない情報は失われます。 _ 

[シャッ トダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを終了 
し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

な下の場合は、コンピューターをシャットダウンします。 

• バッテリを交換したりコンピューター内部の部品に触れたりする必要がある場合 

• USB コネクタな外のコネクタに外付けハードウエアデバイスをち結する場合 

• コンピューターを長期間使用せず、外部電源から切断する場合 

電源ボタンでコンピューターをシャットダウンすることもできますが、 Windows の [シャッ トダウン] 
コマンドを使巧した手順をおすすめします。 

コン ピューターを シャッ トダウンするには、な下の操作を行います。 

鞍 注記 . ~ コン ピューターがスリープまたは ハイ バネーシ ヨン 状態の場合は、シャットダウンをする前 

にスリ ー プまたは/ 、つ / W - —ンヨソを終 J うな化要力'めります。 

1. 作業中のデータを保巧して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. [スタート] をクリックします。 

3. [シャットダウン] をクリックします。 

コンピューターが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を巧用できない場合は、記載されてい 
る順にな下の緊急手順を試みてください。 

• Ctrl + alt + delete キーを巧し、[電源]ボタンをクリックします。 

• 電源ボタンを5砂程度押し続けます。 

• コンピューターを外部電源から切断し、バッテリを取り外します。 
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9 セキュリティ 


コンピューターの 保護 

Windows オペレーティングシステムおよび Windows な外のセットアップユーティリティによって提 
供される標準のセキュリティ機能によって、個人設をおよびデータをさまざまなリスクから保護でき 
ます。 

この章に記載されている手順を実行して、な下の機能を巧巧します。 

• パスワード 

• フアイアウォールソフトウェア 

• ウィルス対策サポート (Norton Internet Security) 

• 緊急セキュリティアップデート 

歐 を晶^~~ セキュリティソリューシヨンは、抑止効まを発揮することを目的として設計されています 

力 《 、ソフトウ X アによる攻撃、またはコンピューターの盗難や誤った取りあいを完全に防ぐものでは 
ありません。 


を記： コン ピュ ー タ ー をサポ ー トあてに送付する場合は、事前にすべてのパ スワー ド設をを削除し 
て〈ださし、。 



コンピューターでの危險性 

セキュリティ機能 

コンピューターの不正な使用 

• 

QuickLock 


• 

電源投入時パスワード 

データへの不正なアクセス 

• 

ファイアウナールソフトウエア 


• 

Windows Update 

セットアップユーティリティ、 BIOS 設を、およびその他の 
システム識別情報への不正アクセス 

Administrator パスワード 

コンピューターへの現在または将来の脅威 

Microsoft からの緊急セキュリティアップデート 

Windows ユーザーアカウントへの不正なアクセス 

ュ- 

—ザーパスワード 
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パスワードの使用 

パスワードとは、お使いのコンピューターの情報を保護するために選択する文字列です。情報へのア 
クセスの制御方法に応じてさまざまな種類のパスワードを選択できます。パスワードは、 Windows や 
セットアップューティリティ （Windows が起動する前に機能する、プリインストールされたューティ 
リテイ）で設をできます。 


A ;ま意： コン ピユーターがロックされないように、設定したパスワードをすべて書き留めてくださ 
し、。ほとんどのパスワードは設定、変更、削除するときに表示されないため、パスワードをすぐに書 
き留め、他人の目にふれないま全な場所に保管する必要があります。 


セットアップ ユー ティリティ機能と Windows セキュリティ機能の両方で同じパ スワー ドを使用でき 
ます。複数のセッ ト アップ ュー ティリティ機能で同じパ スワー ドを使用できます。 

セットアップユーティリティでパスワードを設定する場合は、な下のガイドラインを参考にしてくだ 
さい。 

• パスワードは、最長8文字まで英数字を組み合わせて指をできます。また、大文字とル文字は区 
別されます。 

• セットアップユーティリティで設定するパスワードは、セットアップユーティリティのプロン 
プトで入力する必要があります。 Windows に設定されるパスワードは、 Windows プロンプトで 
入力する必要があります。 

パスワードを作成したり保巧したりするときは、 Jil 下のヒントを参考にしてください。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従う 

• パスワードを書き留めておき、コンピューターから離れた、他人の目にふれないを全な場所に保 
管する 

• パスワードをコンピューター上のファイルに保存しない 

• 部外者が簡単に知ることができる名前などの個人情報を使巧しない 

な下の項目では、 Windows のパスワードおよびセットアップユーティリティのパスワードのそれぞ 
れの機能について説明します。スクリーンセーバーのパスワードなど、 Windows のパスワードにつ 
いては、に夕ート]一[ヘルプとサポート]の順に選択してください。 

Windows でのパスワードの設定 


パスワード 

機能 

管理者パスワード 

管理をレベルのデータへのアクセスを保護します 


を記： このパスワードは、セットアップユーティリティの 
データへのアクセスには使用できません 

ユーザーパスワード 

Windows ユーザーアカウントへのアクセスを保護しますコン 
ピューターのデータへのアクセスも保護しまず。スリープま 
たはハイバネーシヨンを終了するときに入力する必要があり 
ます 

QuickLock 

コンピューターにアクセスする前に Windows の[ログオン]ダ 
イアログボックスにパスワ ー ドを入力するように要求するこ 
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とにより、コンピューターを保護します。ユーザーまたは管 
理をパスワードを設定した後は、お下の操作を行います 

1. fn + f 6 キーを押して [ QuickLock ] を起動します 

2. Windows のユーザーパスワードまたは管理者パスワー 
ドを入力して [ QuickLock ] を終了します 
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セツトアップユーテイリテイでのパスワードの設定 


パスワード 

機能 

管理をパスワード* 

• セットアップユーティリティへのアクセスを保護します 


• パスワードの設定後は、セットアップユーティリティに 

アクセスするたびにこのパスワードを入力する必要があ 
ります 


を意： 管理者パスワードを忘れた場合は、セットアップ 
ユーティリティにアクセスできません 

電源投入時パスワード* 

• コンピューターのデータへのアクセスを保護します 


• パスワード設定後は、コンピューターの電源投入時、再 

起動時、またはハイバネーシヨンの終了時には必ずこの 
パスワードを入力する必要があります 


を意： 電源投入時パスワードを忘れると、コンピューター 
の電源を入れることも、再起動も、ハイバネーシヨンの終了 
もできなくなります 

* 名■パスワードについて詳しくは、 

la 下の項目を参照してください。 


管理者パスワード 

管理まパスワードを設定すると、セットアップユーティリティのコンフィギユレーシヨン設定とシス 
テム識別情報が保護されます。パスワードの設定後は、セットアップユーティリティにアクセスする 
たびじこのパスワードを入力する必要があります。 

その管理をパスワードは、 Windows で設定した管理をパスワードで置き換えができず、設定、入力、 
変更、または削除時に表示されません。必ずパスワードを書き留め、他人の目にふれないを全な場所 
に保管してください。 
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管理をパ スワー ドの管理 


パスワードを設定、変更および削除するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源をオンにするか、再起動してセットアップユーティリティを開きます。 
画面の左下隅に 「Press the ESC key for Startup Menu 」 というメッセージが表示されている間 
に、 f 10 キーを巧します。 

-または- 

コンピューターの電源をオンにするか巧起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に 、 esc 
キーを押します 。 [Startup Menu ] (スタートアッうメニュー ） が表示されたら f 10 キーを押しま 
す。 

2. 矢印キーを巧巧して [ Security ] (セキュリティ）一 [Set Administrator Password ] (管理者■パス 
ワードの設定）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• 管理をパスワードを設定するには、 [Enter New Password ] (新しいパスワードの入力）お 
よび [Confirm New Password ] (新しいパスワードの確認）フィールドにパスワードを入力 
し、 enter キーを押します。 

• 管理者パスワードを変更するには、 [Enter Current Password ] (現在のパスワードの入 
力）フィールドに現在のパスワードを入力し、 [Enter New Password ] および [Confirm New 
Password ] フィールドに新しいパスワードを入力し、 enter キーを押します。 

• 管理者パスワードを削除するには、 [Enter Password ] (パスワードの入力）フィールドに 
現在のパスワードを入力し、 enter キーを4回巧します。 

3. 変更を保存してセットアップューティリティを終了するには、矢印キーを使巧して [ Exit ] (終 
了）一 [Exit Saving Changes ] (変更を保巧して終了）の順に選巧します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

管理をパスワードの入力 

[Enter Password ] (パスワードの入力）画面が表示されたら、管理き■パスワードを入力して enter 
キーを押します。3回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターを再起動して管理をパスヮー 
ドを入力しなおす必要があります。 


電源投入時パスワード 

電源投入時パスワードは、コンピユーターが不正に使巧されることを防ぎます。パスワード設を後 
は、コンピユーターの電源巧入時、再起動時、またはハイバネーシヨンの終了時には必ずこのパス 
ワードを入力する必要があります電源巧入時パスワードは、設定、入力、変更、または削除する場合 
に表示されません。 
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電源投入時パスワードの管理 

パスワードを設定、変更および削除するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に、 f 10 
キーを押します。 

-または- 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に、 esc 
キーを押します。 [S ね rtupMenu ] (スタートアップメニュ ー) が表示されたら け〇 キーを押しま 
す。 

2. 矢印キーを使巧して [ Security ] (セキュリティ）一 [Set Powei"-On Password ] (電源巧入時パス 
ワードの設を）の順に選巧し、 enter キーを押します。 

• 電源巧入時パスワードを設定するには 、 [Enter New Password ] (新しいパスワードの入 
力）および [Confirm New Password ] (新しいパスワードの確認）フイールドにパスワード 
を入力し、 enter キーを巧します。 

• 電源巧乂時パスワードを変更するには [Enter Current Password ] (現在のパスワー ドの入 
力）フィールドに現在のパスワードを入力し 、 [Enter New Password ] および [Confirm New 
Password ] フィールドに新しいパスワードを入力し、 enter キーを巧します。 

• 電源巧入時パスワードを削除するには 、 [Enter Current Password ] フィールドに現在のパ 
スワードを入力し、 enter キーを4回押します。 

3. 変更を保存してセットアップューティリティを終了するには、矢印キーを使用して [ Exit ] (終 
了）一 [Exit Saving Changes ] (変更を保存して終了）の順に選択します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

電源投入時パスワードの入力 

[Enter Password ] 画面が表示されたらパスワードを入力して enter キーを押します。3回続けて間違 
えて入力した場合は、コンピューターを再起動して電源投入時パスワードを入力しなおす必要があり 
ます。 
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ウイルス対策ソフトウエアの使用 

コンピューターで電モメールを巧巧したり、インターネットに接続したりする場合、コンピューター 
がコンピューターウィルスのを險にさらされます。コンピューターウィルスに感染すると、オペレー 
ティ ング システム、 アプリケーシヨン、ユーティリティなどが巧巧できなくなったり、正常に動作し 
なくなったりすることがあります。 


載 を記： ウィルス対策ソフトウエアをインストールしてコンピューターを保護することをおすすめし 
ます。 


ウィルス巧まソフトウ王アを使用すれば、ほとんどのウィルスが検出、駆除されるとともに、通常、 
ウィルスの被害にあった箇所を修復することも可能です。新しく発見されたウィルスからコンピユー 
夕一を保護するには、 ウィルス対策ソフトウ I アを最新の状態にしておく必要があります。 

お使いのコンピユーターには、ウィルス対まプログラムの [Norton Internet Security] がプリインストー 
ルされています。 

• プリインストールされているバージヨンの [Norton Internet Security] は、使用開始後 60 日間は無 
料で更新できます。延長更新サービスを購入し、 60 日な後も新しいウィルスからコンピユーター 
を保護することを強くおすすめします。 [Norton Internet Security] ソフトウェアの使用と更新、お 
よび延長更新サービスの購入の手順は、プログラム内から参照できます。 

• [Norton Internet Security] にアクセスしたり、詳しい情報を取得したりするには、[スタートト[す 
ベてのプログラム]一 [Norton Internet Secur け y ] の順に選択します。 


野 を記： ウィルス対策ソフトウてアを常に更新してコンピューターを保護することをおすすめしま 
す。 

を記： コンピューターウィルスについてさらに詳しく調べるには、[ヘルプとサポート]の[検索]テキ 
ストフイールドに「ウイルス」と入力してください。 


ファイアウナールソフトウエアの使用 

コンピューターで電子メ ールやネットワークを使用したりインターネットじアクセスしたりする場 
合、第=者■がコンピューターや個人用ファイルにアクセスしたり、使用をに関する情報を不正に取得 
してしまう可能性があります。プライバシを保護するため、コンピューターにプリインストールされ 
ているファイアウナールソフトウエアを使用してください。 


ネットワーク処理のログおよびレポート情報や、自動アラームなどのファイアウォール機能を巧巧し 
て、コンピユーターでの送受信の流れを監視します。詳しくは、ファイアウォールの説明書を参照す 
るか、ファイアウオールの製造元に問い合わせてください。 


賢 を記： 特定の状況下では、ファイアウォールがインターネットゲームへのアクセスをブロックした 
り、ネットワーク上のプリンターやファイルの共有に干渉したり、許可されている電子メールの添付 
ファイルをブロックしたりすることがあります。問題を一時的に解みするには、ファイアウォールを 
無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを再度有効にします。問題を恒久的に解 
決するには、ファイアウオールを再設定します。 
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緊急アップデートのインストール 


A を意： Microsoft なは、緊急アップデートに関する通知を配信しています。おほいのコンピューター 
をセキュリティの侵害やコンピューターウィルスから保護するため、通知があった場合はすぐに 
Microsoft 社からのすべてのオンライン緊急アップデートをインストールしてください。 


オペレーテイングシステムやその化の ソフ トウエアに対するアップデートが、 コン ピユーターの工場 
出荷後にリリースされている可能性があります。すべての使巧可能なアップデートが確実に コン ピユー 
夕一にインス 卜ールされているようにするには、な下の操作を行います。 

• コンピユーターのセットアップが完了したら、できる限りすぐに [Windows Update] を実行しま 
す。[スタート]一[すべてのプログラム]一 [Windows Update ] の順に選がすると表示されるアップ 
デートリンクを使用します。 

• [Windows U pda 词は、 1 か月に 1 回など、一ま期間ごとに実行してください。 

• Window およびその他の Microsoft のプログラムのアップデートカ《リリースされる度に、 Microsoft 
なの Web サイトおよび[ヘルプとサポート]のアップデートリンクから入手します。 
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10 ソフトウェアアップデート 


HP の Web サイトから、コンピユーターに付属するソフトウェアの更新版を入手できます。 

HP の Web サイトには、多くのソフトウェアおよび BIOS アップデートが SoftPaq という圧縮ファイ 
ルお式で提供されています。 

—部のダウンロードパッケージには、このファイルのインス I —ルやトラブルシユーティングに関す 
る情報が記載された Readme.txt ファイルが含まれます。 

ソフトウてアを更新するには、このガイドで説明する作業をな下の順序で行います。 

1. お使いのモデルのコンピユーター、製品のカテゴリ、およびシリーズまたはファミリを確認しま 
す。コンピユーターに現在インストールされている BIOS のバージョンを確認して、システム 
BIOS アップデートを準備します。 

コンピユーターがネットワークに接続されている場合は、ソフトウェアアップデート（特にシ 
ステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理をに確認してから実行してく 
ださし、。 


歐を 記. コンピユーターシステムの BIOS は、システム ROM に格納されます。 BIOS は、オペ 
レーティングシステムを初期化し、コンピユーターとハードウエアデバイスとの通信方まをホ 
定し、ハードウ I アデバイス間で日付と時刻などのデータを転送します。 


2. HP の Web サイト (http://www.hp.com/ip/) の[ドライバ ー& ■ソフトウェアダウンロード]から、 
お使いの製品の情報を表示します。 

3. アップデートをインストールします。 
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B に S の更新 


B に S を更新するには、まず現在使巧している BIOS の/くージョンを確認してから、新しい BIOS をダ 
ウンロ ードしてインス I -ルします。 

BIOS のバージョンの確認 

利巧可能な BIOS アップデートの中に、現在コンピュータ ー I こインストールされている BIOS よりも 
新しいバージョンの BIOS があるかどうかを調べるには、現在インストールされているシステム BIOS 
のバージョンを確認する必要があります。 

B に S バージョン情報 （「 ROM 日付」または「システム BIOS 」 とも呼ばれます）を表示するには、 
セットアップューティリティを開きます。 

BIOS 情報を表示するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に、 f 10 
キーを押します。 

-または- 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に 、 esc 
キーを押します 。 [Startup Menu ] (スタートアップメニュ ー) が表示されたら け〇 キーを巧しま 
す。 

2. セットアップューティリティの起動時にシステム情報が表示されない場合は、矢印キーを使巧 
して [ Main ] (メイン）メニューを選択します。 

[ Main ] メニューを選択すると、 BIOS およびその他のシステムの情報が表示されます。 

3. セットアップューティリティを終了するには、矢印キーを使巧して [ Exit ] (終了）一 [Exit 
Discarding Changes ] (変更を取り消して終了）の順に選 t 尺し、 enter キーを押します。 


BIOS アップデートのダウンロード 


A を意： コンピューターの損傷やインストールの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのダウンロー 
ドおよびインス トールを実行するときは必ず、 AC アダプターを使巧した信頼性の高い外部電源にコ 
ンピューターを接続してください。コンピューターがバッテリ電源で動作しているとき、別売のドッ 
キングデバイスに接続されているとき、または別売の電源に接続されているときは、 BIOS アップデー 
卜をダウンロ ードまたはインストールしないでください。ダウンロ ードおよびインストール時は、な 
下の点に;'主意してください。 

電源コンセントからコンピューターの電源コードを巧いて外部からの電源か給を遮断することはおや 
めください。 

コンピューターをシャットダウンしたり、スリープやハイ/くネーシヨンを開始したりしないでくださ 
い。 

コンピューター、ケーブル、またはコードの巧入、取り外し、接続、または切断を行わないでくださ 
い。 
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BIOS アップデートをダウンロードするには、な下の操作を行います。 

1. お使いのコンピューター用のソフトウエアを提供している HP の Web サイトのぺージにアクセ 
スします。 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[管理]一[ソフトウエアの更新]の順に選がします。 

2. 画面の説明に沿ってお使いの コン ピューターを指定し、ダウンロードする BIOS アップデートに 
アクセスします。 

3. ダウンロードエリアで、な下の操作を行います。 

a . お使いのコンピューターに現在インストールされている BIOS のバージョンよりも新しい 
BIOS を確認します。日付や名前、またはその化の、ファイルを識別するための情報をメモ 
しておきます。後で、ハードド'ライブにダウンロードしたアップデートを探すときにこの情 
報が必要になる場合があります。 

b . 画面の説明に沿って操作し、選巧したバージョンをハードドライブにダウンロードします。 

BIOS アップデートをダウンロードする場所へのパスをメモします。このパスは、アップ 
デートをインストールするときに必要です。 


教 注記. コンピユーターをネットワークにち続している場合は、ソフトウェアアップデート 
(特にシステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理をに確認してから実 
行してください。 


ダウンロードした BIOS によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コン ピ ュータ ー] の順に選択して、 Windows の [エ クス プローラー] を起動します。 

2. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、口ーカルディスク（じ）を指定します。 

3. B に S ソフトウエアをダウンロードした時のメモを参照するなどして、ハードドライブ上のアッ 
プデートファイルが保巧されているフナルダーを開きます。 

4. 化張子が. exe であるファイル （ filename . exe など）をダブルクリックします。 

BIOS のインストールが開始されます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


載を 記： インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 
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プログラムとドライバーの更新 

BIOS アップデートな外のソフトウエアをダウンロードしてインス I ルするには、な下の操作を行 
います。 

1. お使いのコンピユーター巧のソフトウエアを提供している HP の Web サイトのぺージにアクセ 
スします。 

[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択して最新ソフトウエアを提供するぺージへのリンク 
を選択します。 

2. 画面の説明に沿って操作し、アップデートするソフトウ X アを見つけます。 

3. ダウンロードエリアで、ダウンロードするソフトウェアを選巧し、画面の説明に沿って操作し 
ます。 


腎を 記： ソフトウェアをダウンロードする場所へのパスをメモします。このパスは、ソフトウェ 
アをインストールするときに必要です。 


4. ダウンロードが完了したら、[スタート]一[コンピュータ ー] の順に選択して、 Windows の[エクス 
プローラー]を開きます。 

5. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、口ーカルディスク （ C :) を指定します。 

6. BIOS ソフトウェアをダウンロードした時のメモを参照するなどして、ハードドライブ上のアッ 
プデートファイルが保巧されているフォルダーを開きます。 

7. 拡張子が. exe であるファイル （ filename . exe など）をダブルクリックします。 

インストールが開始されます。 

8. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


載を 記； インストールが成巧したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 
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11 セットアップユーティリテイ ( BIOS ) 


セットアップユーテイリテイの開始 

セットアップユーティリティは ROM ベースのユーティリティで、情報の表示とシステムのカスタマ 
イズを行います。 Windows オペレーティングシステムが動作しない場合にも使巧できます。 

ユーティリティはコンピューターに関する情報をレポートし、起動、セキュリティ、および他のオプ 
シヨンを設定します。 

セットアップユーティリティを開始するには、な下の操作を行います。 

▲ コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメツセージが表示されている間に、 f 10 
キーを押します。 


-または- 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップューティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に 、 esc 
キーを押します。 

2. [Startup Menu ] (スタートアップメニュ ー) が表示されたら 鬥〇 キーを押します。 
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セットアップユーティリティの使用 

セットアップユーティリティの言語の変更 

な下の手順では、セットアップユーティリティの言語を変更する方まを説明します。セットアップ 
ユーティリティが起動していない場合、手順1から始めます。セットアップユーティリティが起動し 
ている場合は、手順2から始めます。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] というメッセージが表示されている間に、 f10 
キーを押します。 

-または- 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] というメッセージが表示されている間に、 esc 
キーを押します。 [Startup Menu] (スタートアップメニュ ー) が表示されたら 門〇 キーを押しま 
す。 

2. 矢印キーを使用して [System Configuration ] (システムコンフィギュレーシヨン）一 [ Language ] 

(言語）の順に選巧し、 enter キーを押します。 

3. 矢印キーを使用して言語を選択し、 enter キーを押します。 

4. 選巧した言語を確認するメッセージが表示されたら、 enter キーを巧します。 

5. 変更を保存してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [ Exit ] (終 
了）一 [Ex け Saving Changes ] (変更を保巧して終了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

変更はすぐに有効になります。 

セットアップユーティリティでの移動および選択 

セットアップユーティリティは Windows ベースではないため、タッチパッドに対応していません。 
移動および選択は、キーを巧して行います。 

• メニューまたはメニュー項目を選択ずるには、矢巧キーを使用します。 

• 一覧の項目を選択したり、有効/無効などのフィールドを切り替えたりずるには、矢印キーを使 
用ずるか、 朽キ ーまたは f 6 キーを使用します。 

• 項目を選択するには、 enter キーを押します。 

• テキストボックスを閉じたり、メニュー表示に戻ったりするには、 esc キーを押しまず。 

• セットアップユーティリティの起動中にその他の操作や選択項目の情報を表示ずるには、 f 1 キー 
を押しまず。 


システム情報の表示 

セットアップユーティリティを使巧すると、システムの時刻と日付などの情報、およびコンピユー 
夕一の識別情報を表示できます。 な下の手順では、これらの情報を表示する方法について説明しま 
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す。セットアップューティリティが起動していない場合、手順1から始めます。セットアップュー 
ティリティが起動している場合は、手順2から始めます。 


1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] というメッセージが表示されている間に、 f10 
キーを押します。 

-または- 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] というメッセージが表示されている間に、 esc 
キーを押します。 [S ね rtupMenu] (スタートアップメニュ ー) が表示されたら け〇 キーを押しま 
す。 

2. [ Main ] (メイン）メニューを選巧します。 

3. 設定を変更しないでセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して、 [ Exit ] 
(終了）一 [Exit Discarding Changes ] (変更を取り消して終了）の順に選択し、 enter キーを巧 
します。 

セットアップユーティリティでの初期設定の復元 

な下の手順では、セットアップユーティリティの初期設定を復元する方法を説明します。セットアッ 
プユーティリティが起動していない場合、手順1から始めます。セットアップユーティリティが起 
動している場合は、手順2から始めます。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] というメッセージが表示されている間に、 f10 
キーを押します。 

-または- 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] というメッセージが表示されている間に、 esc 
キーを押します。 [Startup Menu] (スタートアッうメニュー ） が表示されたら 鬥〇 キーを巧しま 
す。 

2. 矢印キーを使巧して [ Exit ] (終了）一 [Load Setup Defaults ] (ネ刀期設ま値を口ードする）の順に 
選択し、 enter キーを巧します。 

3. セットアップの確認が表示されたら、 enter キーを押します。 

4. 変更を保巧してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [ Exit ] 一 [Exit 
Saving Changes ] 煙更を保存して終了）の順に選巧し、 enter キーを巧します。 

セツトアップューティリティの初期設定値は、コンピューターを再起動したときに有効になります。 


歐 を記： 出荷時設定に戻しても、パスワード、セキュリティ、および言語の設定は変更されません。 
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セットアップユーティリティの終了 

変更を保巧または保存しないでセットアップューティリティを終了できます。 

• 現在のセッションからの変更内容を保巧して、セットアップユーティリティを終了するには、 
W 下の操作を行います。 

セットアップユー ティリティのメニ ューが表示されていない場合は、 esc キーを押して、 メニュ ー 
画面に戻ります。矢印キーを使巧して、 [ Exit ] (終了）一 [Exit Saving Changes ] (変更を保巧し 
て終了する） の 順に選巧し、 enter キーを押します。 

• 現在のセッションからの変更内容を保存しないで、セットアップユーティリティを終了するに 
は、な下の操作を行います。 

セットアップユー ティリティのメニ ューが表示されていない場合は、 esc キーを押して、 メニュ ー 
画面に戻ります。矢印キーを使巧して、 [ Exit ] (終了）一 [Exit Discarding Changes ] (変更を保 
巧しないで終了する） の 順に選巧し、 enter キーを巧します。 

どちらかを選択すると、コンピューターが再起動され Windows が起動します。 


セツトアップ ユーテイリテイの メニュ ー 


次のメニュ ー- 覧に、セツトアップユーテイリティのオプションの概要を示します。 


鞍を 記： この章に記載されているセットアップユーティリティのメニュー項目の一部は、モデルに 
よってはサポートされない場合があります。 

[ Main ] 

(メイン）メニュー 



オプション 

設を内容 


System information (システム情幸民） 

• システム時刻および日付を表示したり変更したりします 

• コンピューター識別情報を表示します 

• プロセッサ、メモリサイズ、システム BIOS、 およびキーボード 

コントローラーのバージョン（一部のモデルのみ）の仕梯情報を表 
示します 

[ Security ] (セキュリティ）メニュー 



オプション 

設を内容 


Administrator password (管理者パスワード） 

管理者パスワードを入力、変更、または削除します 


Power-On Password (電源投入時パスワード） 

電源投入時パスワードを入力、変更、または削除します 
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[System Configuration ] (システム構成）メ ニユー 


オプション 

設定内容 

Language Support (対応言語） 

セットアップユーティリティの言語を変更します 

Virtualization Technology (仮想化テク ノ ロジ） 
(一部のモデルのみ） 

仮想化テクノロジをち効/無効にします 

LAN Power Saving ( LAN 省電力）（一部モデルの 
み） 

LAN 省電力を有効または無効にします。ち効の場合、コンピューターの 
バッテリ動作時に省電力動作を行います 

Fan Always On (ファンを常にオン） 

ファンを常にオンにしておくかどうかを切り替えます。有効の場合、コ 
ンピューターのファンが常にオンになります 


Boot Options けー トオプション） お下のブートオプションを設定します 


• POST ( power-on self test ) け0 and け2 Delay ( sec .) (POST (電ミ原 
投入時自己診断テスト） f 1 日 および け2 の遅延（砂））：セットアッ 
プユーティリティの け〇 および f 12 機能の遅延（キー入力を待つ 
時間）を、5砂間隔の、5、10、15、 20) で設定します 

• HP QuickWeb : POST 中の [HP QuickWeb ] ブート メ ニューをち効/ 
無効にします 

。 Delay to boot Windows (Windows 起動遅延 ）： [HP 

QuickWeb ] ブートメニューの起動遅延を、2、3、5、10、15、 
または30砂間に設定します 

• CD-ROM Boot ( CD-ROM ブート）： CD-ROM からのブートをち 
効/無効にします 

• Floppy Boot (フロッピーディスクドライブからのブート）：フロッ 
ピーディスクからのブートを有効/無効にします 

• Internal Network Adapter Boot (内蔵ネットワークアダプターブー 
卜）： 内蔵ネットワークアダプターからのブートを有効/無効にし 
ます 

■ Boot Order けー ト順岳）：お下のブート順序を設定します 
。 コン ピュ ー タ ー 本体のハ ー ドドライブ 

。 USB メモリ上のドライブ/ USB ハードドライブ 

。 USB CD/DVD ROM ドライブ 

。 USB フロッピー 


。 ネットワークアダプター 


[ Diagnostics ] (診断）メニュー 

オプション 

設定内容 

Primary Hard Disk Self Test (プライマリハードド 
ライブの自己診断） 

ハードドライブの総合的な自己診断を実行します 

注記： 2つのハードドライブがあるモデルの場合、このメニューオプ 
シヨンは [Primary Hard Disk Self Test] (プライマリハードドライブの 
自己診断）と呼ばれます 

Memory Test (メモリテスト） 

システムメモリの該断テストを実行します 
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